
4

レスパと自立「車の両輪」
科学的介護で質の向上を
デイ変革へこの3年が勝負

一般社団法人日本デイサービス協会　理事長
株式会社ポラリス　代表取締役

森　  剛士 氏 

7

問われるサービスの「質」
複数サービスか拠点拡大か
次回改正は「過去最大規模」

小濱介護経営事務所　代表

小濱　道博 氏 

3

活動と参加を踏まえた
自立支援ケア
「最小限の利用で最大限の効果」を

株式会社楓の風　代表取締役

小室　貴之 氏 

6

「経営理念」徹底で
高い顧客満足度を実現
新複合型サービス「有利なポジション」

HTC 株式会社　代表取締役

臼井宏太郎 氏 

2

介護事業は
多店舗展開と大規模化へ
新複合型サービス「魅力的な報酬を」

株式会社スターコンサルティンググループ　代表取締役
一般社団法人　日本デイサービス協会　理事

糠谷　和弘 氏 

5

改革見据え事業者も変化を
新複合型は「インパクトあり」
報酬、人員、規模などが論点

一般社団法人　全国介護事業者連盟　理事長

斉藤　正行 氏 

1

「通所介護＋訪問介護」以外も
重要性が増す自立支援の視点
「機能訓練加算」検証実施

厚生労働省　老健局
認知症施策・地域介護推進課　課長補佐

佐藤　敏彦 氏 

　

厚
生
労
働
省
の
「
介
護
給
付
費
等
実
態

統
計
」
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
通
所
介
護

（
通
常
規
模
型
・
大
規
模
型
）、
地
域
密
着

型
通
所
介
護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

の
事
業
所
の
総
数
は
、
昨
年
９
月
末
時
点

で
４
万
６
４
８
２
事
業
所
に
上
る
（
図
）。

介
護
保
険
制
度
の
創
設
以
降
、
事
業
所
総

数
は
右
肩
上
が
り
で
推
移
し
て
き
た
が
、

16
年
３
月
末
時
点
の
４
万
７
１
５
９
事

業
所
を
ピ
ー
ク
に
横
ば
い
状
態
が
続
い

て
い
る
。
内
訳
を
見
る
と
、
地
域
密
着
型

と
認
知
症
対
応
型
が
減
少
傾
向
に
あ
る

一
方
で
、
通
所
介
護
が
増
加
し
て
い
る
。

　

16
年
３
月
末
を
境
に
事
業
所
総
数
の

伸
び
が
頭
打
ち
に
な
っ
た
背
景
に
は
、
15

年
度
介
護
報
酬
改
定
が
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
。
15
年
度
改
定
で
は
、
通

所
介
護
の
基
本
報
酬
が
一
律
約
５
％
の

引
き
下
げ
と
な
り
、
地
域
密
着
型
（
小
規

模
型
）
は
約
９
％
と
大
幅
な
減
額
と
な
っ

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
小

規
模
の
地
域
密
着
型
の

経
営
環
境
は
悪
化
し
、

さ
ら
に
20
年
以
降
の
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
長
期
化
に
よ

る
サ
ー
ビ
ス
の
〝
利
用

控
え
〟
や
、
ロ
シ
ア
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
と

円
安
に
伴
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
物
価
高
騰
の
影

響
な
ど
が
追
い
打
ち
を

か
け
て
い
る
。
厚
労
省

が
今
年
２
月
１
日
に
開

い
た
社
保
審
介
護
給
付

費
分
科
会
介
護
事
業
経

営
調
査
委
員
会
で
発
表

し
た
今
年
度
の
「
介
護

事
業
経
営
概
況
調
査
」

■
昨
年
９
月
末
で
４
万
７
１
５
９
事
業
所

　

16
年
を
ピ
ー
ク
に
横
ば
い
状
態

厚生労働省発表の「介護給付費等実態統計」のデータを基に本誌作成
※ 1：2003 年は下二桁はゼロ表記。 ※ 2：各年４月審査分。2022 年は最新の 10 月審査分も掲載。
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「2024年制度・報酬大改革に向けた
       通所介護の新経営戦略を探る」

F e a t u r e d  A r t i c l e s

～飽和状態といわれる通所介護にとって24年制度報酬改革は激震となるか
               市場競争激化と改革で衰退する通所介護、さらに成長する通所介護の命運とは～

　在宅 3 本柱の一つとされる通所介護は、介護保険制度創設以後、事業所数を右肩上がりに増やし、2016 年
には小規模（地域密着型）と認知症対応型を合わせると約４万 7000 事業所に拡大・発展した。しかし 15
年度介護報酬改定による報酬の引き下げやお泊りデイ規制、コロナ感染に伴う利用自粛の影響もあり、近年は
利用者数の減少や休止・廃業が相次ぐなど成長は停滞気味である。そうした中に 24 年度介護保険制度改正で
12 年ぶりとなる新複合型サービス「通所＋訪問」の創設が注目されており、通所介護によるサービス提供の
フォーメーションが変わる可能性が出てきた。
　そこで、「Vision と戦略」3 月号の特集では、「2024 年制度・報酬大改革に向けた通所介護の新経営戦略
を探る」をテーマに、厚生労働省、関係団体、通所事業者、コンサルタントの方々に、通所介護事業の実態や
新複合型サービス創設への期待、今後の経営戦略などを取材し、取りまとめたので報告する。

の
結
果
に
よ
る
と
、
介
護
人
材
の
確
保
の

た
め
の
人
件
費
の
増
加
な
ど
も
相
ま
っ

て
、
通
所
介
護
の
収
支
差
率
は
前
年
度
実

績
を
２
・
８
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
１
・
０
％

に
低
下
し
、
地
域
密
着
型
も
０
・
６
ポ
イ

ン
ト
減
の
３
・
４
％
と
落
ち
込
み
を
見
せ

た
。
中
で
も
認
知
症
対
応
型
は
４
・
９
ポ

イ
ン
ト
減
の
４
・
４
％
と
大
幅
な
下
落
と

な
っ
た
。
通
所
介
護
事
業
を
取
り
巻
く
経

営
環
境
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
中
、
倒

産
・
廃
業
、Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
の
合
併
・
買
収
）

が
増
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
厚
労
省
の
社
会
保
障
審

議
会
介
護
保
険
部
会
が
昨
年
12
月
20
日

に
取
り
ま
と
め
た
「
介
護
保
険
制
度
の
見

直
し
に
関
す
る
意
見
」
の
中
で
、
複
数
の

在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
提
供

で
き
る
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
が
打

ち
出
さ
れ
た
。
利
用
者
の
介
護
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
・
複
雑
化
す
る
状
況
下
で
、
地
域

の
既
存
資
源
を
活
用
し
た
柔
軟
な
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
よ
り
介
護
ケ
ア
の
質
を

高
め
る
の
が
狙
い
だ
。
複
合
型
サ
ー
ビ
ス

の
具
体
的
な
組
み
合
わ
せ
は
今
後
の
議

論
と
な
る
が
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
類
型
の
一

つ
と
し
て
「
通
所
介
護
＋
訪
問
介
護
」
の

複
合
型
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
具
体
的
な

制
度
設
計
に
当
た
っ
て
は
、
人
員
配
置
基

準
や
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
、
定

員
規
模
、
介
護
報
酬
単
価
の
設
定
な
ど
多

く
の
検
討
課
題
が
あ
る
。
今
後
、
社
保
審

介
護
給
付
費
分
科
会
で
議
論
さ
れ
、
今
秋

に
は
絵
姿
が
見
え
て
く
る
こ
と
に
な
る

だ
ろ
う
。

　

介
護
業
界
関
係
者
か
ら
は
、
次
回
制
度

改
正
は
「
過
去
最
大
規
模
」
と
の
声
も
聞

か
れ
る
。
昨
年
12
月
の
介
護
保
険
部
会
で

今
年
8
月
ま
で
結
論
を
持
ち
越
し
た
事

案
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
第
１
号
保
険
料
負

担
の
多
段
階
化
や
介
護
保
険
の
自
己
負

担
2
割
の
対
象
拡
大
だ
。
い
ず
れ
も
実
行

さ
れ
れ
ば
、
高
所
得
者
の
自
己
負
担
の
増

加
に
よ
り
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
〝
利
用

控
え
〟
が
想
定
さ
れ
る
。
日
本
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
協
会
が
昨
年
７
月
に
公
表
し
た
調

査
結
果
に
よ
る
と
、
自
己
負
担
が
２
割
に

な
っ
た
場
合
、利
用
者
の
37
・
４
％
が
「
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し

を
行
う
」
と
回
答
す
る
な
ど
、
通
所
介
護

事
業
へ
の
影
響
は
必
至
だ
。

　

今
後
、
通
所
介
護
を
取
り
巻
く
環
境
が

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
様
相
を
呈
す

る
中
、
事
業
者
は
医
療
福
祉
業
界
を
巡
る

制
度
改
正
の
情
報
を
捉
え
、
迅
速
に
対
応

し
な
が
ら
、
利
用
者
に
と
っ
て
魅
力
の
あ

る
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
い
か
に
提
供

し
て
い
く
か
が
勝
ち
残
り
の
鍵
と
な
る
。

■
12
年
ぶ
り
の
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
創
設

　
第
１
号
負
担
見
直
し
で
〝
利
用
控
え
〟
も
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ま
た
、
介
護
現
場
の
生
産
性
向
上
の
推
進
、
制

度
の
持
続
可
能
性
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
介
護

現
場
の
人
手
不
足
は
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
る
中

で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
経
営
改
善
や
生

産
性
向
上
を
通
じ
て
、
持
続
的
な
介
護
職
員
の

待
遇
改
善
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ

れ
ま
で
も
、
処
遇
改
善
や
介
護
の
仕
事
の
魅
力

発
信
な
ど
総
合
的
な
人
材
確
保
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
併
せ
て
介
護
現
場
に
お
い

て
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

導
入
に
よ
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
確
保
し
つ
つ
、

効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
と
と
も
に
、

事
務
作
業
等
の
負
担
軽
減
を
徹
底
す
る
こ
と
に

よ
り
介
護
職
員
が
専
門
性
を
生
か
し
な
が
ら

働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
早
急
に
進
め

て
い
く
こ
と
で
す
。

■
12
年
ぶ
り
の
誕
生
が
注
目
さ
れ
て
い
る
新

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
意
図
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
「
通
所
介
護
＋
訪
問
介
護
」

が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
見
通

し
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤　

新
た
な
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

単
身
・
独
居
や
高
齢
者
の
み
の
世
帯
が
増
加

し
、
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
ま
す
ま
す
多
様
化
す

る
中
、
そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、

地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て
、
既
存
資
源
等
を
活

用
し
た
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
手

法
の
一
つ
と
し
て
、
既
存
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
組

■
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
が
昨
年

12
月
20
日
に
取
り
ま
と
め
た
「
介
護
保
険
制

度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
」
の
ポ
イ
ン
ト

に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

佐
藤　

次
期
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画
期

間
中
に
２
０
２
５
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
今
後
、
高
齢
者
人
口
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る

２
０
４
０
年
頃
を
見
通
す
と
85
歳
以
上
の
人
口

が
急
増
し
、
認
知
機
能
が
低
下
し
た
高
齢
者

や
要
介
護
高
齢
者
が
増
加
す
る
一
方
で
、
生

産
年
齢
人
口
が
急
減
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
部
と
地
方
で
は
高
齢
化

の
進
み
方
が
大
き
く
異
な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
地
域
の
特
性
や
実
情
に
応
じ
た
対
応
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
共
通
理
解
の
下

で
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化・推
進
」、

「
介
護
現
場
の
生
産
性
向
上
の
推
進
、
制
度
の

持
続
可
能
性
の
確
保
」
に
つ
い
て
提
言
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深

化
・
推
進
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
在
宅
サ
ー

ビ
ス
の
基
盤
整
備
と
し
て
、
様
々
な
介
護
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
複
数
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

を
組
み
合
わ
せ
て
提
供
す
る
複
合
型
サ
ー
ビ
ス

の
創
設
な
ど
の
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
す
。

み
合
わ
せ
を
検
討
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
介
護
人
材
が
不
足
す
る
中
で
、
限
ら

れ
た
資
源
を
い
か
に
効
率
的
・
効
果
的
に
活
用

し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
職
員
が
居
宅
を
訪
問
す

る
、
あ
る
い
は
ヘル
パ
ー
の
方
が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

仕
事
に
携
わ
る
と
い
う
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら

れ
ま
す
。
利
用
者
か
ら
す
れ
ば
、
自
身
の
状

態
を
十
分
に
把
握
し
て
い
る
顔
見
知
り
の
職
員

が
居
宅
で
も
デ
イ
で
も
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

く
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
に
も
繋
が
る
の
で
、
利
用
者
・
事
業
者
双
方

に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
通
所

と
訪
問
の
組
み
合
わ
せ
は
例
示
で
あ
り
、
今
後

検
討
し
て
い
く
中
で
当
然
別
の
サ
ー
ビ
ス
の
組

み
合
わ
せ
も
十
分
に
考
え
ら
れ
ま
す
。

■
「
通
所
介
護
＋
訪
問
介
護
」
は
、
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
か
ら
泊
り
を
除
い
た
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤　
「
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
介
護
保

険
法
で
定
義
さ
れ
て
お
り
、
通
所
介
護
や
訪

問
介
護
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を
２
種
類
以
上

組
み
合
わ
せ
て
、
居
宅
要
介
護
者
に
一
体
的

な
提
供
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
す
。

　

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
「
複
合
型

サ
ー
ビ
ス
」
で
は
な
く
、
居
宅
要
介
護
者
の
心

身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
等
に
応
じ

て
、
そ
の
選
択
に
基
づ
き
、
訪
問
、
通
い
、
宿

泊
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
、
在
宅
サ
ー
ビ

厚生労働省　老健局
認知症施策・地域介護推進課
課長補佐

佐藤 敏彦 氏 
Sato Toshihiko

「通所介護＋訪問介護」以外も
重要性が増す自立支援の視点
「機能訓練加算」検証実施
在宅サービスで12 年ぶりの創設が注目されている新複合型サービス。利用者の多様化・複雑化するニーズに地域
資源を活用して応えるのが狙いだ。今話題になっている「通所介護＋訪問介護」以外の組み合わせも俎上に載せ
る可能性がある。厚労省で在宅サービス等の施策を担当する佐藤氏に、通所介護の現況と今後の見通しを聞いた。
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「2024 年制度・報酬大改革に向けた
　　　　　　　　　　　　　　　通所介護の新経営戦略を探る」

F e a t u r e d  A r t i c l e s特集

の
特
例
措
置
が
介
護
料
収
入
の
増
加
に
影
響

し
た
要
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

一
方
、
21
年
度
は
、
９
月
末
ま
で
の
コ
ロ
ナ
対

応
の
た
め
の
特
例
的
な
評
価
や
、
通
所
介
護
等

の
事
業
所
規
模
別
の
報
酬
等
に
関
す
る
特
例

措
置
を
行
って
い
ま
し
た
が
、
給
与
費
の
ほ
か
、

そ
の
他
の
費
用
の
増
加
も
見
ら
れ
、
支
出
の
増

加
へ
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま

す
。
２
年
間
だ
け
で
比
較
す
る
の
で
は
な
く
、

こ
れ
ま
で
の
結
果
も
踏
ま
え
て
分
析
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

■
21
年
度
介
護
報
酬
改
定
で
は
、
従
来
の

個
別
機
能
訓
練
加
算
が
見
直
さ
れ
、
Ｌ
Ｉ
Ｆ

Ｅ
の
活
用
を
評
価
す
る
個
別
機
能
訓
練
加
算

（
Ⅱ
）
も
創
設
さ
れ
ま
し
た
が
、
現
場
の
対

応
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤　

21
年
度
改
定
で
は
、「
自
立
支
援
・
重

度
化
防
止
の
推
進
」
を
テ
ー
マ
に
、
個
別
機
能

訓
練
加
算
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
個
別

機
能
訓
練
加
算
の
対
応
状
況
に
つい
て
は
現
在
、

22
年
度
老
人
保
健
健
康
増
進
等
事
業
と
し
て

「
通
所
介
護
・
地
域
密
着
型
通
所
介
護
・
認

知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
お
け
る
効
果
的
な

機
能
訓
練
の
あ
り
方
に
関
す
る
調
査
研
究
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
同
加
算

の
算
定
有
無
や
、
算
定
し
て
い
る
場
合
に
は
ど

う
い
う
機
能
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
の
か
、
利

用
者
へ
の
効
果
な
ど
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
23

年
３
月
末
ま
で
の
単
年
度
事
業
で
報
告
書
を
作

成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
24
年
度
改
定
に

向
け
た
基
礎
資
料
と
し
て
介
護
給
付
費
分
科

会
で
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
24
年
度
の
診
療
・
介
護
・
障
害
報
酬
の
ト

リ
プ
ル
改
定
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
臨
ま

れ
ま
す
か
。

佐
藤　

当
課
と
し
て
は
、
ま
ず
先
ほ
ど
の
調

査
研
究
事
業
の
内
容
等
を
踏
ま
え
前
回
改
定

の
検
証
を
行
い
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備

と
い
う
視
点
で
何
を
す
べ
き
か
を
考
え
て
い
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
次
回
は
ト
リ
プ
ル
改
定
に

な
り
ま
す
が
、
各
分
野
が
十
分
に
連
携
し
て

改
定
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

■
通
所
介
護
事
業
者
へ
の
期
待
や
エ
ー
ル
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
お
願
い
し
ま
す
。

佐
藤　

事
業
者
の
方
に
は
、
今
般
の
コ
ロ
ナ
の

影
響
も
あ
り
、
大
変
な
緊
張
感
の
あ
る
中
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
従
事
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
社

会
情
勢
や
利
用
者
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
等
、
日
々

変
化
す
る
中
で
、
利
用
者
の
方
々
の
在
宅
生
活

継
続
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
重
ね
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
通
所
介
護
に
関
し

て
は
、
自
立
支
援
を
目
指
し
て
各
事
業
所
が

そ
れ
ぞ
れ
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

ス
の
組
合
せ
で
構
成
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、
両
者
は
趣
旨
が
異
な
る
も
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
考
え
て
い
く

上
で
は
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
の
ケ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
居
宅
介
護
支
援
事
業

所
の
ケ
ア
マ
ネ
が
担
当
す
る
場
合
と
、
事
業
所

内
の
ケ
ア
マ
ネ
が
担
当
す
る
場
合
の
両
方
が
想

定
さ
れ
ま
す
。
事
業
所
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
際
の
調
整
を
ケ
ア
マ
ネ
が
ど
の
よ
う
に

行
って
い
く
か
、
ケ
ア
マ
ネ
の
配
置
を
ど
う
考
え

る
か
は
極
め
て
重
要
な
論
点
に
な
る
と
思
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
報
酬
単
価
の
設
定
な
ど

検
討
す
べ
き
課
題
は
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。

■
通
所
介
護
は
既
に
飽
和
状
態
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
通
所
介
護
の
需
給
や
サ
ー
ビ
ス
提

供
の
変
化
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

佐
藤　

請
求
事
業
所
数
を
見
る
と
、
22
年
９

月
末
時
点
で
通
所
介
護
が
約
２
万
４
０
０
０

事
業
所
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
は
約

１
万
９
０
０
０
事
業
所
、
こ
れ
に
認
知
症
対

応
型
通
所
介
護
の
約
３
０
０
０
事
業
所
を
合

わ
せ
る
と
約
４
万
６
０
０
０
事
業
所
と
な
り
、

２
０
１
６
年
３
月
末
時
点
が
約
４
万
７
０
０
０

事
業
所
で
そ
こ
か
ら
横
ば
い
状
態
に
あ
り
ま

す
。
飽
和
状
態
か
と
言
う
と
、
よ
り
詳
細
な

分
析
が
必
要
に
な
り
ま
す
が
、
地
域
ご
と
の
事

業
所
数
の
増
減
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
医
療
で

も
同
じ
こ
と
で
す
が
、
サ
ー
ビ
ス
の
種
別
に
よ
っ

て
地
域
ご
と
に
足
り
て
い
る
と
こ
ろ
と
足
り
て
い

な
い
と
こ
ろ
の
バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
、
現
場
で
は
機
能
訓
練
型
の
事
業
所

か
ら
レ
ス
パ
イ
ト
機
能
を
中
心
に
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ま
で
行
う
事
業
所
、
ま
た
社
会
参
加

型
と
い
う
こ
と
で
地
域
の
方
と
交
流
し
な
が
ら

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
所
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
事
業
者
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で

取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

■
22
年
度
の
「
介
護
事
業
経
営
概
況
調
査
」

の
結
果
が
公
表
さ
れ
、
通
所
介
護
の
収
支
差

率
は
１・
０
％
（
前
年
度
比
２・
８
ポ
イ
ン
ト

減
）、地
域
密
着
型
通
所
介
護
は
３・４
％（
０・

６
ポ
イ
ン
ト
減
）、
認
知
症
対
応
型
通
所
介

護
は
４・
４
％
（
４・
９
ポ
イ
ン
ト
減
）
と
前

年
実
績
よ
り
悪
化
し
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
に
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

佐
藤　

ま
ず
、
今
回
の
調
査
は
、
20
年
度
と

21
年
度
の
２
年
間
の
決
算
の
状
況
を
見
た
も
の

で
す
が
、
経
営
状
況
の
傾
向
を
み
る
に
は
、
過

去
の
調
査
結
果
も
踏
ま
え
て
見
て
い
く
こ
と
が

重
要
か
と
思
い
ま
す
。
例
え
ば
、
19
年
度
の

収
支
差
率
と
比
較
す
る
と
、
20
年
度
の
収
支

差
率
は
い
ず
れ
の
サ
ー
ビ
ス
で
も
上
昇
し
て
い

ま
す
。
20
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
対
応
へ
の
適
切
な

評
価
と
い
う
観
点
か
ら
、
６
月
よ
り
臨
時
的
な

取
り
扱
い
と
し
て
特
例
措
置
を
設
け
ま
し
た
。

給
付
費
の
傾
向
を
み
る
と
、
本
来
の
報
酬
区

分
よ
り
上
位
の
請
求
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
こ
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保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
」
で

は
、
12
年
ぶ
り
に
新
た
な
複
合
型
サ
ー
ビ

ス
「
通
所
介
護
＋
訪
問
介
護
」
の
創
設
が

打
ち
出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に

お
考
え
で
す
か
。

糠
谷　

背
景
に
は
、
訪
問
介
護
の
ヘ
ル
パ
ー

の
採
用
が
非
常
に
難
し
い
と
い
う
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
ま
有
効
求
人
倍
率

は
約
15
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。
在
宅
の
最

終
的
な
サ
ー
ビ
ス
が
訪
問
介
護
、
訪
問
看

護
で
あ
る
べ
き
で
、
そ
の
訪
問
介
護
が
提

供
で
き
な
く
な
る
と
、
入
所
者
数
増
加
の

ス
ピ
ー
ド
が
上
が
り
、
社
会
保
障
費
、
介

護
の
財
源
が
さ
ら
に
膨
ら
ん
で
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
た
財
源
問
題
が

背
景
に
あ
り
、
通
所
介
護
の
職
員
を
活

用
し
よ
う
と
い
う
話
だ
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
も
、

現
場
の
人
員
を
減
ら
し
て
訪
問
に
回
せ
る

ほ
ど
の
余
裕
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
た
訪
問
介
護
で
は
、
介
護
職
員

初
任
者
研
修
修
了
者
以
上
の
資
格
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
ど
れ
だ
け
資
格
者
が
い
る

で
し
ょ
う
か
。
無
資
格
者
は
訪
問
で
き
な

い
と
な
る
と
、
非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
も
し
、
こ
の
制
度
事
業
に
参
入
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
魅
力
的
な
報
酬
を
算
定

で
き
る
状
態
に
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

■
糠
谷
様
の
ご
経
歴
と
企
業
概
要
、
事
業

実
績
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

糠
谷　

私
は
株
式
会
社
日
本
交
通
公
社

（
現
Ｊ
Ｔ
Ｂ
）
を
経
て
、
株
式
会
社
船
井

総
合
研
究
所
に
入
社
し
、
２
０
０
０
年
よ

り
介
護
事
業
部
門
を
立
ち
上
げ
、
統
括

責
任
者
と
し
て
全
国
の
事
業
所
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
12
年
に
株
式
会

社
ス
タ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設

立
し
、
累
計
５
０
０
法
人
以
上
と
顧
問
契

約
を
行
い
、
７
０
０
件
以
上
の
講
演
を
行
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
08
年
に
は
株
式
会
社

エ
ル
ダ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
・ジ
ャ
パ
ン
を
設
立
し
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
な
ど
も
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま

た
一
般
社
団
法
人
全
国
介
護
事
業
者
連

盟
参
与
、
一
般
社
団
法
人
日
本
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
協
会
理
事
な
ど
を
務
め
て
い
る
ほ
か
、

厚
生
労
働
省
や
経
済
産
業
省
の
調
査
研

究
事
業
に
も
参
画
し
て
い
ま
す
。

■
社
会
保
障
審
議
会
介
護
保
険
部
会
が
昨

年
12
月
20
日
に
取
り
ま
と
め
た
「
介
護

■
通
所
介
護
事
業
で
成
長
・
発
展
し
て
い

る
法
人
が
行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
の
傾
向

は
あ
り
ま
す
か
。

糠
谷　

昨
年
８
月
に
「
あ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

に
は
、
な
ぜ
人
が
集
ま
る
の
か 

15
法
人
に
学

ぶ 

『
超
』
人
気
施
設
の
つ
く
り
方
」（
Ｐ
Ｈ

Ｐ
研
究
所
）
を
執
筆
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
事
業
者
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

内
で
自
立
支
援
を
目
的
と
し
て
利
用
者
に

「
仕
事
」
を
提
供
し
、
そ
の
「
仕
事
」
で

得
た
対
価
を
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
自
己
負
担
に

充
て
る
と
い
う
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
Ｉ

Ｃ
Ｆ（
国
際
生
活
機
能
分
類
）の
社
会
復
帰
、

社
会
参
加
と
い
う
考
え
方
に
も
適
し
て
い
ま

す
し
、
働
い
て
お
金
を
得
る
こ
と
は
生
き
甲

斐
と
な
り
、
心
身
機
能
の
維
持
・
向
上
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。
他
に
も
ス
マ
ー
ト
バ
ン
ド
で

24
時
間
バ
イ
タ
ル
デ
ー
タ
を
計
測
し
て
ケ
ア
の

内
容
を
見
直
し
た
り
、
リ
ハ
ビ
リ
の
マ
シ
ン
に

個
人
デ
ー
タ
を
読
み
込
ま
せ
て
心
身
機
能
の

管
理
や
向
上
の
た
め
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
つ
な

げ
た
り
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
各

社
が
創
意
工
夫
を
し
な
い
と
生
き
残
っ
て
い

け
な
い
の
で
、
面
白
い
事
業
が
広
が
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
事
業
が
制
度
化
さ
れ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
御
社
も
「
旅
行
に
行
け
る
カ
ラ
ダ
を
つ

く
る
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
に
、
利
用
者

株式会社スターコンサルティンググループ
代表取締役
一般社団法人　日本デイサービス協会　理事

糠谷 和弘 氏 
Nukaya Kazuhiro

介護事業は
多店舗展開と大規模化へ
新複合型サービス「魅力的な報酬を」
「エリアで多店舗化していくか、大規模化していくかということしか、介護事業には道はない」。
こう話すのは、介護事業に特化したコンサルティング会社を経営し、千葉市内に 4 施設の直
営のデイサービスセンターも運営する糠谷氏だ。今後の通所介護事業の見通しを聞いた。
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「2024 年制度・報酬大改革に向けた
　　　　　　　　　　　　　　　通所介護の新経営戦略を探る」

F e a t u r e d  A r t i c l e s特集

な
展
開
が
で
き
ま
す
が
、
小
規
模
だ
と
差

別
化
し
づ
ら
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
一
施
設
の
規
模
が
小
さ
く
て
も
、
施

設
ご
と
に
重
度
向
け
、
重
度
で
も
認
知
症

向
け
、
中
重
度
向
け
、
機
能
訓
練
に
特
化
、

機
械
浴
の
完
備
な
ど
の
特
徴
を
持
た
せ
て
エ

リ
ア
内
で
多
店
舗
展
開
し
て
総
合
的
な
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
れ
ば
、
地
域
シ
ェ
ア
が
上

が
り
、
管
理
コ
ス
ト
も
下
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
エ
リ
ア
で
多
店
舗
化
し
て
い
く
か
、

大
規
模
化
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
し
か
、

介
護
事
業
に
は
道
は
な
い
と
思
って
い
ま
す
。

　

飲
食
店
も
何
十
年
も
前
か
ら
飽
和
状
態

に
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
新
し
い
業
態

が
立
ち
上
が
る
わ
け
で
す
。
き
ち
ん
と
差

別
化
し
て
、
強
い
サ
ー
ビ
ス
、
ケ
ア
の
武
器

を
持
っ
て
参
入
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
勝
負
で

き
る
人
た
ち
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
私
自

身
も
今
年
５
月
に
５
施
設
目
と
な
る
60
人

定
員
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上

げ
る
予
定
で
す
。

　

一
番
上
手
く
い
か
な
い
の
は
、
タ
ー
ゲ
ッ

ト
が
定
ま
っ
て
い
な
い
施
設
で
す
。
例
え
ば
、

要
支
援
と
要
介
護
５
の
方
を
同
居
で
き
る

か
と
い
う
と
、
一
方
で
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
訓

練
目
的
、
ま
た
一
方
で
は
入
浴
目
的
で
、

こ
れ
を
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
で
ケ
ア
を
し
よ
う

と
す
る
と
、
中
途
半
端
な
サ
ー
ビ
ス
に
な
っ

て
い
か
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
寄
せ
鍋
の
よ
う

な
や
り
方
で
は
、
な
か
な
か
上
手
く
い
き

ま
せ
ん
。「
当
社
は
こ
う
い
う
方
に
向
け
て
、

こ
う
い
う
ケ
ア
を
し
て
、
こ
う
や
っ
て
元
気

に
し
て
い
き
ま
す
よ
」
と
言
え
る
よ
う
な

タ
ー
ゲ
テ
ィ
ン
グ
と
サ
ー
ビ
ス
の
差
別
化
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
私
の
場

合
は
「
旅
行
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

■
24
年
度
介
護
報
酬
改
定
に
向
け
て
通
所

介
護
に
関
す
る
論
点
や
政
策
提
言
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

糠
谷　

15
年
度
改
定
で
基
本
報
酬
を
４
・

４
８
％
下
げ
ら
れ
、
処
遇
改
善
で
プ
ラ
ス

を
付
け
て
、
こ
れ
で
い
い
で
し
ょ
と
い
う
改

正
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
う
い
っ
た
ま
や

か
し
を
さ
れ
て
し
ま
う
と
、
介
護
事
業

者
は
経
営
が
成
り
立
た
な
く
な
り
ま
す
。

介
護
報
酬
は
少
な
く
と
も
維
持
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。

　

た
だ
全
部
の
要
望
を
通
そ
う
と
い
う
の

で
は
な
く
て
、
事
業
者
と
し
て
我
慢
せ
ざ

る
を
得
な
い
と
こ
ろ
は
我
慢
し
て
い
く
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
で
、
人
員

配
置
基
準
の
緩
和
な
ど
が
な
け
れ
ば
、
報

酬
の
維
持
だ
け
で
は
現
場
は
耐
え
ら
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

処
遇
改
善
加
算
も
、
現
行
の
３
階
建
て

は
、
介
護
事
業
者
を
苦
し
ま
せ
る
要
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。
国
に
は
事
業
者
を
信
頼

し
て
、
事
業
者
に
お
任
せ
い
た
だ
く
と
い

う
制
度
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

が
旅
行
に
行
く
こ
と
を
目
標
に
し
た
サ
ー

ビ
ス
を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

糠
谷　

現
在
、
大
規
模
な
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
４
施
設
展
開
し
て
い
ま
す
が
、
各

施
設
で
の
全
て
の
リ
ハ
ビ
リ
が
「
旅
行
」
に
つ

な
が
り
、
年
に
３
回
の
旅
行
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
開
催
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
、
２
年
ぶ
り
に
40

人
を
旅
行
に
お
連
れ
し
ま
し
た
。

　

介
護
の
コ
ン
サ
ル
を
行
う
前
は
、
旅
館

や
ホ
テ
ル
の
コ
ン
サ
ル
も
行
っ
て
い
ま
し
た
の

で
、
そ
う
い
っ
た
経
験
も
生
か
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
現
在
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
旅
行
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
協
会
の
代
表

理
事
を
務
め
て
い
ま
す
が
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
グ

ル
ー
プ
会
社
と
共
同
し
て
「
旅
行
介
助
士
」

の
制
度
を
作
り
ま
し
た
。
要
介
護
の
高
齢

者
の
旅
行
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
も
の

で
、
３
日
間
の
講
座
で
同
時
に
国
内
旅
程

管
理
主
任
者
の
認
定
資
格
も
取
得
で
き
ま

す
。
例
え
ば
、
介
護
職
員
が
添
乗
員
と
な

り
、
観
光
会
社
と
業
務
提
携
し
て
チ
ャ
ー

タ
ー
便
に
よ
る
国
内
周
遊
旅
行
を
企
画
さ

れ
た
事
業
者
も
あ
り
ま
す
。

■
糠
谷
様
が
理
想
と
す
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
の
規
模
や
、
通
所
介
護
の
収
支

差
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

糠
谷　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
大
規
模
化
は
、
大

き
な
テ
ー
マ
だ
と
思
い
ま
す
。
厚
労
省
や

保
健
福
祉
医
療
機
構
の
デ
ー
タ
で
も
、
規

模
が
大
き
い
ほ
ど
利
益
率
が
高
い
と
い
う
結

果
が
出
て
い
ま
す
。
個
人
的
に
は
、
例
え

ば
、
月
平
均
１
２
０
０
人
、
１
５
０
０
人
が

利
用
す
る
施
設
を
運
営
し
て
い
く
の
が
コ
ス

ト
的
に
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
定
員
50
人
、
60
人
ぐ
ら
い
を
大
規

模
と
位
置
付
け
て
、
コ
ン
サ
ル
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
て
、
昨
年

か
ら
徐
々
に
基
本
報
酬
が
下
が
っ
て
も
継
続

で
き
る
事
業
体
を
作
り
ま
し
ょ
う
と
い
う

こ
と
で
、
大
規
模
化
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

収
支
差
に
つ
い
て
は
、
難
し
い
質
問
で
す
。

事
業
者
の
中
に
は
利
益
率
が
10
％
と
か
出

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
れ
ば
、
カ
ツ
カ
ツ
な
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
大
規
模
化
し
て
い
く

と
余
裕
は
出
て
き
ま
す
が
、
そ
の
分
、
人

員
を
増
や
し
て
、
質
の
高
い
ケ
ア
や
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り

ま
す
。
事
業
者
に
は
、
稼
げ
ば
い
い
と
い
う

指
導
は
し
て
い
な
い
の
で
、
理
想
と
い
う
の

は
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

■
通
所
介
護
は
す
で
に
飽
和
状
態
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
需
給
、
市
場

競
争
、
経
営
状
態
を
ど
の
よ
う
に
見
て
お

ら
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
事
業
者
へ
の
助
言

を
お
願
い
し
ま
す
。

糠
谷　

大
規
模
だ
と
マ
シ
ン
を
置
こ
う
と
か
、

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
や
ろ
う
と
か
、
い
ろ
い
ろ
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社
と
昭
和
大
学
保
健
医
療
学
部
が
協
働
開

発
し
た
社
会
的
自
立
支
援
ア
ウ
ト
カ
ム
尺
度

（
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｓ
）
を
用
い
た
機
能
訓
練
に
関
す

る
研
修
を
行
い
、
自
立
支
援
・
重
度
化
防

止
へ
の
取
り
組
み
を
広
げ
て
い
ま
す
。

■
社
保
審
介
護
保
険
部
会
が
昨
年
12
月
20

日
に
取
り
ま
と
め
た
「
介
護
保
険
制
度
の

見
直
し
に
関
す
る
意
見
」
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

小
室　

当
社
の
事
業
に
大
き
く
変
化
を
起

こ
す
よ
う
な
提
言
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
の
確

認
と
、
も
う
少
し
深
堀
り
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、「
自
立

支
援
に
資
す
る
質
の
高
い
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
を
実
現
す
る
」と
の
記
載
が
あ
り
ま
す
が
、

「
自
立
」
と
は
何
か
、
何
を
目
指
し
て
科

学
的
介
護
、
自
立
支
援
を
行
う
の
か
の
議

論
を
も
っ
と
深
め
て
い
く
べ
き
で
す
。

　

一
方
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
の
中
で
、

今
回
初
め
て
「
支
え
る
側
」
と
「
支
え
ら

れ
る
側
」
の
主
と
従
の
関
係
で
は
な
く
、
相

互
に
補
完
し
合
い
な
が
ら
地
域
を
つ
く
っ
て

い
く
と
い
う
ビ
ジ
ョン
が
打
ち
出
さ
れ
た
こ
と

は
、
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
す
。
高
齢
者
が
地

域
社
会
の
中
で
主
体
的
に
生
き
る
た
め
の
応

援
を
す
る
と
い
う
自
立
支
援
の
デ
ザ
イ
ン
が

で
き
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
埼
玉
県
の
研

修
も
、
事
業
者
に
こ
の
自
立
支
援
の
考
え
方

を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
り
、
今
後

■
ご
経
歴
と
事
業
概
要
、
最
近
の
活
動
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

小
室　

私
は
民
間
企
業
、
病
院
勤
務
、
医

療
法
人
経
営
を
経
て
、
２
０
０
１
年
に
Ｎ
Ｐ

Ｏ
楓
の
風
を
設
立
し
、
グ
ル
ー
プ
代
表
に
就

任
し
ま
し
た
。
そ
の
間
、
大
学
院
で
Ｍ
Ｂ
Ａ

も
取
得
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
株
式
会
社

楓
の
風
の
代
表
取
締
役
と
し
て
、
通
所
介
護

42
施
設
（
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
を
含
む
）、
訪
問

看
護
17
拠
点
、
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
５

施
設
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
昨
年
よ
り
訪

問
看
護
の
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
（
Ｆ
Ｃ
）
事
業
を

開
始
し
、
今
年
６
月
に
は
緩
和
ケ
ア
を
担
う

有
床
診
療
所
の
開
設
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

20
年
、
22
年
に
は
、
地
域
社
会
へ
の
参
加

を
促
進
す
る
高
齢
者
の
社
会
的
自
立
支
援

Ｉ
Ｃ
Ｔ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
関
す
る
取
り
組

み
に
お
い
て
、
ア
ジ
ア
健
康
長
寿
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
賞
自
立
支
援
部
門
の
国
内
優
秀
事

例
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
ま
た
、
埼
玉
県

高
齢
者
元
気
力
ア
ッ
プ
応
援
事
業
所
認
証

事
業
の
通
所
介
護
事
業
所
向
け
研
修
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
年
２
回
の
開
催
で
当

全
国
に
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
介
護
事
業
者
に
お
け
る
財
務
状

況
の
公
表
に
つ
い
て
は
、
各
事
業
者
の
経
営

実
態
の
公
開
に
よ
り
、
フ
ァ
ン
ド
や
大
企
業

に
よ
る
中
小
事
業
者
の
Ｍ
＆
Ａ
（
企
業
の

合
併
・
買
収
）
が
いっ
そ
う
進
ま
な
い
か
が

心
配
で
す
。
将
来
、
大
企
業
の
意
向
を
優

先
し
た
制
度
設
計
に
な
ら
な
い
か
強
く
懸

念
し
て
い
ま
す
。

■
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
２
割

の
対
象
拡
大
や
第
１
号
保
険
料
の
見
直
し

な
ど
今
夏
ま
で
に
結
論
を
出
す
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
が
、
既
存
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影

響
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま
す
か
。

小
室　

利
用
者
の
自
己
負
担
が
増
え
れ
ば
、

必
要
最
低
限
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
な
る
傾

向
が
強
ま
る
と
思
い
ま
す
。
利
用
者
か
ら

料
金
に
ふ
さ
わ
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
強
く
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
事
業
者
は
覚
悟
を

持
って
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
少
な

く
と
も
30
年
に
は
要
介
護
１
、２
の
軽
度
者

に
対
す
る
通
所
介
護
・
訪
問
介
護
は
総
合

事
業
へ
移
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
中
重

度
者
に
対
し
て
最
小
限
の
サ
ー
ビ
ス
で
最
大

限
の
効
果
を
出
し
て
い
く
こ
と
が
、
生
き
残

り
の
大
き
な
要
に
な
って
い
く
と
思
い
ま
す
。

■
給
付
と
負
担
を
巡
る
議
論
が
あ
る
中
、

通
所
介
護
事
業
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策
が

株式会社楓の風
代表取締役

小室 貴之 氏 
Komuro Takayuki

活動と参加を踏まえた
自立支援ケア
「最小限の利用で最大限の効果」を
株式会社楓の風は、業界で先駆的にＩＣＦ（国際生活機能分類）の考えに基づく「活動」と「参加」を
踏まえた自立支援ケアを実践している。最小限の利用で最大限の効果を生み出すという通所介護事業の
スタイルが特徴で、社会的自立支援 ICTシステムの開発に取り組む小室氏に、今後の事業展望を聞いた。
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す
。
こ
れ
ま
で
介
護
保
険
制
度
・
財
政
の

改
善
や
自
立
支
援
の
推
進
等
に
向
け
た
各

種
政
策
提
言
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
会
員

数
は
今
年
２
月
１
日
現
在
で
５
５
９
法
人
、

２
７
９
６
事
業
所
に
上
り
ま
す
。

■
社
保
審
介
護
保
険
部
会
が
昨
年
12
月
20

日
に
「
介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す

る
意
見
」
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
が
、
給

付
と
負
担
の
問
題
を
含
め
て
ど
の
よ
う
に

評
価
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

森　

ま
ず
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
有
料
化
に
つ
い
て

は
、
当
協
会
と
し
て
時
期
尚
早
で
あ
り
、

現
場
に
ゆ
が
み
が
で
な
い
よ
う
に
ソ
フ
ト
ラ

ン
デ
ィ
ン
グ
を
求
め
る
声
明
を
出
し
て
い
ま

す
。
軽
度
者
改
革
（
要
介
護
１
と
２
の
通

所
介
護・訪
問
介
護
の
総
合
事
業
へ
の
移
行
）

に
関
し
て
も
、
現
行
制
度
の
継
続
を
求
め

て
い
ま
す
。
単
に
総
合
事
業
へ
移
行
す
る
こ

と
だ
け
を
切
り
取
っ
て
議
論
す
る
の
で
は
な

く
、
要
介
護
認
定
調
査
や
Ｂ
Ｉ
（Barthel 

Index

）
に
お
け
る
問
題
点
、
介
護
度
の

正
確
性
の
あ
り
方
な
ど
を
含
め
て
必
要
な

前
提
条
件
や
考
え
方
の
議
論
を
も
っ
と
深
め

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
今
後
の
改

革
に
つ
い
て
事
業
者
や
現
場
の
介
護
ス
タ
ッ
フ

が
制
度
ビ
ジ
ネ
ス
だ
か
ら
、
国
が
決
め
る
こ

と
だ
か
ら
と
い
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
高
齢
者
を
元
気
に
す
る
、
子
ど

も
、
孫
の
代
ま
で
持
続
可
能
な
社
会
保
障

■
森
様
の
ご
経
歴
と
法
人
の
概
要
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

森　

私
は
、
も
と
も
と
は
心
臓
外
科
医
で

す
が
、
祖
母
が
脳
梗
塞
で
倒
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
に

入
り
ま
し
た
。
２
０
０
０
年
に
リ
ハ
ビ
リ
特

化
型
の
ク
リ
ニッ
ク
を
開
業
し
、
02
年
に
有

限
会
社
ポ
ラ
リ
ス
（
10
年
に
株
式
会
社
へ
組

織
変
更
）
を
設
立
し
ま
し
た
。
当
初
か
ら

ア
ウ
ト
カ
ム
に
こ
だ
わ
り
、
こ
れ
ま
で
７
５
０

人
以
上
の
高
齢
者
が
介
護
保
険
か
ら
卒
業

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
と
し
て
直
営
54
施
設
、
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
16
施
設
の
計
70
施
設
を
運
営
し
、
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
２
カ
所
、
訪
問
介

護
１
拠
点
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け

住
宅
１
施
設
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
従
業

員
数
は
６
２
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
平
均
介
護
度
は
１・４
で

す
。
当
協
会
に
つ
い
て
は
、
14
年
６
月
に
前

身
と
な
る
一
般
社
団
法
人
リ
ハ
ビ
リ
・
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
協
会
が
発
足
さ
れ
、
２
０
２
０
年

８
月
か
ら
３
代
目
の
理
事
長
を
務
め
て
い
ま

制
度
を
構
築
し
て
い
く
た
め
に
何
を
す
べ
き

か
を
議
論
す
る
動
き
が
も
っ
と
巻
き
起
こ
っ

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
意
見
書
の
中
に
あ
る
新
複
合
型
サ
ー
ビ

ス
「
通
所
介
護
＋
訪
問
介
護
」
の
創
設
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま

す
か
。
ま
た
報
酬
体
系
や
既
存
サ
ー
ビ
ス

へ
の
影
響
を
ど
う
予
測
し
て
い
ま
す
か
。

森　

新
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
の
背
景
に
は
、
訪

問
介
護
の
人
手
不
足
の
解
消
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
明
ら
か
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
単
独
よ

り
も
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
＋
訪
問
介
護
」
の
ほ

う
が
自
立
支
援
の
推
進
、
重
度
化
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。
当
社
は
、
数
年
前
か
ら
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
お
け
る
自
立
支
援
を
補
う
た

め
、
利
用
者
の
顔
な
じ
み
で
ベ
テ
ラ
ン
の
介
護

職
員
が
訪
問
介
護
を
行
っ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
が
で
き
な
い
こ
と
を
代
わ
り
に
引
き
受
け

る
と
い
う
訪
問
介
護
で
は
な
く
、
あ
る
べ
き

理
想
の
訪
問
介
護
と
人
手
不
足
の
両
方
の

実
現
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

新
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

具
体
的
な
議
論
が
行
わ
れ
て
い
な
い
中
、
包

括
払
い
で
は
な
い
か
と
の
見
立
て
が
あ
り
ま

す
が
、
包
括
で
も
事
業
収
支
が
成
り
立
つ

設
計
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
ま
た
ア

ウ
ト
カ
ム
に
対
し
て
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
付
く

こ
と
も
期
待
し
ま
す
。

　

既
存
サ
ー
ビ
ス
へ
の
影
響
に
関
し
て
は
、

一般社団法人　日本デイサービス協会
理事長
株式会社ポラリス　代表取締役

森　剛士 氏 
Mori Tsuyoshi

レスパと自立「車の両輪」
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元
気
に
な
れ
る
の
か
を
今
以
上
に
思
考
す
る

こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
今
後
の
経
営
戦

略
に
は
規
模
だ
け
、
質
だ
け
で
な
く
、
そ

の
両
方
が
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

■
通
所
介
護
事
業
所
に
お
け
る
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策

定
の
義
務
化
や
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の
導
入
の
整
備

状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

森　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
に
つ
い
て
は
、
当
社
は

東
北
の
被
災
地
に
も
施
設
を
開
設
し
て
い

る
の
で
高
い
意
識
を
持
っ
て
整
備
し
て
い
ま

す
が
、
一
般
的
に
は
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
後
回

し
と
い
う
状
況
で
す
。
災
害
が
発
生
し
て

か
ら
で
は
遅
く
、
協
会
と
し
て
も
策
定
を

進
め
る
よ
う
啓
蒙
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
に
関
し
て
は
、
私
は
以
前
か
ら

科
学
的
根
拠
の
あ
る
介
護
を
実
践
し
よ
う

と
言
い
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く

ス
タ
ー
ト
し
、
こ
れ
は
絶
対
に
失
敗
で
き
な

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
厚
労
省
だ
け
で

は
理
想
的
な
も
の
に
進
む
と
は
到
底
思
え

ま
せ
ん
。
ど
ん
な
デ
ー
タ
を
入
力
し
、
ど

う
分
析
し
て
、
ど
う
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
れ

ば
い
い
の
か
と
い
う
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
が
回
り
始
め

た
ば
か
り
で
す
。
当
社
も
パ
ナ
ソ
ニッ
ク
と

組
ん
で
自
立
支
援
×
Ａ
Ｉ
の
開
発
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
が
、
大
学
も
含
め
て
民
間
で

理
想
的
な
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
、
も
し
く
は
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

を
ベ
ー
ス
に
し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
、
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作
り
、
厚
労
省
に
提
案
し
て
い
く
べ

き
で
す
。
協
会
と
し
て
は
、
会
員
に
な
ぜ

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
が
必
要
な
の
か
、
介
護
の
質
と
は

何
か
を
啓
蒙
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
通
所
介
護
に
お
け
る
24
年
度
改
定
の
論

点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。
ま

た
40
年
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

森　

論
点
と
し
て
は
、
書
類
の
簡
素
化
、

人
員
基
準
や
施
設
基
準
の
緩
和
、
科
学
的

介
護
推
進
体
制
加
算
の
拡
充
、
処
遇
改

善
加
算
の
簡
易
化
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
報
酬
・

人
員
基
準
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
は
在
宅
の
要
で
あ
り
、
地
域
包
括
ケ

ア
の
要
で
す
。
そ
れ
を
補
完
す
る
訪
問
介

護
が
あ
り
、
一
時
的
あ
る
い
は
看
取
り
も

含
め
て
施
設
に
入
所
す
る
、
介
護
老
人
保

健
施
設
か
ら
自
宅
に
帰
る
人
も
い
る
と
思

い
ま
す
。
今
後
、老
健
の
よ
う
に
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
も
強
化
型
、
超
強
化
型
の
創
設
を

期
待
し
ま
す
。

　

私
は
介
護
保
険
制
度
施
行
後
の
20
年
が

一
つ
の
区
切
り
だ
と
思
っ
て
お
り
、
今
後
さ

ま
ざ
ま
な
議
論
が
巻
き
起
こ
る
中
で
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
形
も
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
今
は
そ
の
流

れ
に
乗
り
か
か
っ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
こ

の
３
年
が
勝
負
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
サ
ー
ビ
ス
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
小
規
模
多

機
能
型
居
宅
介
護
の
間
の
位
置
付
け
と
考

え
ら
れ
る
た
め
、
双
方
の
事
業
者
が
進
出

す
る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
小
多
機
や
看

護
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
は
理
想
的

な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
で
す
が
、
想
定
通
り
順

調
に
は
進
ん
で
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
小
多

機
も
看
多
機
も
、
自
立
支
援
の
血
液
を
も
っ

と
流
す
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

■
通
所
介
護
事
業
は
飽
和
状
態
と
言
わ
れ

る
中
、
今
後
の
通
所
介
護
の
需
給
や
経
営

戦
略
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま
す
か
。

森　

全
国
に
４
万
４
０
０
０
の
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
が
あ
る
と
い
う
数
だ
け
を
見
る
と
多
い

の
で
す
が
、
全
て
の
施
設
が
地
域
包
括
ケ

ア
の
中
で
利
用
者
に
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
例

え
ば
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
通
う
こ
と
自
体
が

目
的
に
な
っ
て
い
る
利
用
者
も
い
る
と
思
い

ま
す
。
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
基
本
的
に
長
期

に
わ
た
り
通
う
と
こ
ろ
で
は
な
く
、
い
っ
た

ん
卒
業
し
て
悪
化
し
た
ら
戻
っ
て
く
れ
ば
い

い
わ
け
で
す
。
公
費
で
運
営
し
て
い
る
以

上
、
そ
こ
に
は
違
和
感
を
抱
い
て
い
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
最
も
求
め
ら
れ
る
の

は
、
介
護
の
質
で
す
。
介
護
保
険
法
の
第

４
条
に
あ
る
自
立
支
援
・
重
症
化
防
止
が

介
護
の
質
そ
の
も
の
で
す
。
そ
の
上
で
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
レ
ス
パ
イ
ト
と
自

立
支
援
が
対
立
軸
に
見
ら
れ
て
い
る
と
い

う
風
潮
が
あ
り
ま
す
が
、
双
方
は
車
の
両

輪
で
す
。
例
え
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で
高
齢
者

の
家
族
か
ら
「
預
か
っ
て
も
ら
え
な
い
と
仕

事
に
も
行
け
な
い
」
な
ど
の
声
も
上
が
り
、

レ
ス
パ
イ
ト
の
重
要
性
が
明
確
に
な
り
ま

し
た
。
決
し
て
レ
ス
パ
イ
ト
VS
自
立
支
援

で
は
な
く
、
要
支
援
１
か
ら
要
介
護
５
ま

で
元
気
に
で
き
る
人
は
元
気
に
し
て
い
く
と

い
う
考
え
方
が
大
事
で
す
。

　

私
の
周
り
で
は
、
今
報
道
さ
れ
て
い
る
数

十
倍
に
も
上
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
訪
問
介
護

の
買
収
・
売
却
の
話
が
あ
り
、
水
面
下
で

は
再
編
が
劇
的
に
進
ん
で
い
る
と
実
感
し
て

い
ま
す
。
薬
局
業
界
に
お
い
て
大
規
模
な

と
こ
ろ
と
家
族
経
営
の
よ
う
な
人
件
費
が

抑
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
以
外
は
淘
汰
の
波
に
あ

り
ま
す
が
、
介
護
業
界
も
そ
れ
を
追
い
か

け
て
い
く
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
事
業

者
と
し
て
は
家
族
経
営
か
、
生
産
性
を
追

求
す
る
か
、
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
大
規
模

化
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
介
護
事
業
の
場

合
、
経
営
で
一
番
大
事
と
さ
れ
る
プ
ラ
イ
シ

ン
グ
の
決
定
に
直
接
関
わ
れ
な
い
の
で
、
結

果
と
し
て
生
産
性
や
効
率
化
を
追
求
し
た

と
こ
ろ
が
生
き
残
れ
る
と
思
い
ま
す
。
同
時

に
、
仮
に
ケ
ア
プ
ラ
ン
が
有
料
化
さ
れ
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
市
場
原
理
が
働
き
、
利
用

者
も
そ
の
家
族
も
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
ど
こ

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
れ
ば
利
用
者
が
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理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
は
雇
用
で
き

な
い
と
主
張
す
る
方
も
多
か
っ
た
の
で
す
が
、

機
能
訓
練
指
導
員
を
配
置
し
て
加
算
を
算

定
す
る
事
業
者
も
増
え
て
い
ま
す
。
小
規

模
の
事
業
者
で
も
、
機
能
訓
練
指
導
員
を

配
置
し
て
軽
度
者
ば
か
り
で
な
く
、
重
度
者

に
も
対
応
し
て
加
算
を
算
定
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
生
き
残
っ
て
い
ま
す
。
科
学
的
介
護
が

始
ま
る
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
今
後
さ
ら
に

活
動
と
参
加
を
踏
ま
え
た
自
立
支
援
ケ
ア

を
実
践
し
て
い
こ
う
と
い
う
意
識
が
高
ま
って

い
く
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

■
21
年
改
定
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
の
義
務
化
や

Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
の
導
入
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
整
備
状
況
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

小
室　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
策
定
に
つ
い
て
は
現
在
、
よ

り
実
践
的
な
内
容
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て

い
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
対
応
で
は
、
当
社
の
全

て
の
事
業
所
に
導
入
し
て
い
ま
す
。
ま
だ

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
十
分
に
得
ら
れ
る
状
態

で
は
な
い
の
で
、
デ
ー
タ
提
供
へ
の
協
力
と
、

全
国
平
均
と
の
比
較
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

将
来
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
に
向
け
て
、
適
切

な
デ
ー
タ
を
報
告
し
科
学
的
介
護
の
推
進

に
協
力
し
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
医
療
に
お
け
る
質
の
評
価
で
は
、

体
制
と
プ
ロ
セ
ス
と
ア
ウ
ト
カ
ム
の
３
つ
が
整

備
さ
れ
て
い
ま
す
。
介
護
の
世
界
で
も
、
よ

う
や
く
体
制
と
加
算
に
よ
る
プ
ロ
セ
ス
の
評

価
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、

ア
ウ
ト
カ
ム
の
評
価
は
不
十
分
で
す
。
何
が

ゴ
ー
ル
な
の
か
が
不
明
確
な
ま
ま
、
科
学
的

介
護
が
始
ま
って
い
る
と
思
い
ま
す
。ど
う
いっ

た
視
点
で
、
何
を
測
定
し
て
、
ど
う
い
う
デ
ー

タ
を
集
め
て
い
く
の
か
と
い
う
議
論
が
必
要

で
す
。
今
後
さ
ら
に
議
論
を
深
め
、
介
護
現

場
で
の
活
動
と
参
加
を
踏
ま
え
た
自
立
支
援

ケ
ア
の
広
が
り
を
支
援
で
き
る
よ
う
な
デ
ー

タ
の
活
用
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
介
護
Ｄ
Ｘ
の
大
き
な
波
の
中
で
、
通
所
介
護

の
将
来
を
ど
の
よ
う
に
展
望
し
て
い
ま
す
か
。

小
室　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
は
手
段
で
あ
り
、
そ
の
先
の

目
的
は
何
か
、
国
も
業
界
も
議
論
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
国

が
求
め
る
Ｉ
Ｃ
Ｆ
に
準
拠
し
た
自
立
支
援

ケ
ア
が
で
き
な
け
れ
ば
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。私
ど
も
は
現
在
、デ
ー

タ
に
基
づ
い
て
最
適
な
自
立
支
援
ケ
ア
を
レ

コ
メ
ン
ド
す
る
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
の
開
発・

研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。
個
人
の
技
術
や

知
識
、
経
験
に
頼
ら
ず
、
新
卒
者
な
ど
現

場
経
験
が
浅
く
て
も
一
定
レ
ベ
ル
の
自
立

支
援
ケ
ア
を
実
践
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発

し
、
通
所
介
護
事
業
者
が
抱
え
て
い
る
課

題
を
解
決
で
き
る
も
の
を
提
供
し
て
い
き
た

い
で
す
。
今
後
も
、
業
界
の
皆
様
と
共
に

志
を
持
っ
て
、
自
立
支
援
ケ
ア
の
あ
る
べ
き

姿
を
追
求
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
ま
す
か
。

小
室　

30
人
定
員
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
、
こ

れ
ま
で
１
０
０
人
の
利
用
者
を
集
め
れ
ば
、

稼
働
率
80
％
を
確
保
で
き
て
い
た
と
こ
ろ
が
、

そ
の
２
～
２・５
倍
の
登
録
で
80
％
と
い
う
時

代
が
来
る
と
思
い
ま
す
。
当
社
の
場
合
、
最

小
限
の
利
用
回
数
で
最
大
限
の
効
果
を
生

み
出
す
と
い
う
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
が
、
30
人
定
員
（
半
日
と
１
日
の

混
在
）
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
登
録
者
が
平
均

１
８
０
～
２
０
０
人
で
す
。
週
単
位
の
利
用

回
数
は
、
半
日
利
用
を
０・５
回
で
換
算
す

る
と
、
１
人
当
た
り
週
平
均
１・２
回
程
度

で
す
。
一
般
的
に
事
業
者
は
経
営
面
か
ら

少
し
で
も
利
用
回
数
を
増
や
そ
う
と
い
う
心

理
が
働
き
ま
す
が
、
そ
れ
に
伴
い
財
源
が
膨

ら
め
ば
制
度
と
し
て
は
抑
制
圧
力
が
強
ま
る

こ
と
に
な
り
、
利
用
回
数
を
増
や
そ
う
と

す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

制
度
が
求
め
る
の
は
、
最
小
限
の
利
用
で
最

大
限
の
効
果
を
出
す
こ
と
で
す
。
事
業
者

は
そ
こ
に
共
感
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
を
組
ま
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

■
12
年
ぶ
り
の
創
設
が
注
目
さ
れ
て
い
る

新
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
「
通
所
介
護
＋
訪
問

介
護
」
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
ま
す
か
。

小
室　

訪
問
介
護
に
お
け
る
人
材
の
確
保

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
通
所
介
護
の
職

員
が
訪
問
介
護
を
カ
バ
ー
し
て
い
く
と
い
う

動
き
は
合
理
的
だ
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
制

度
が
生
業
と
し
て
成
り
立
つ
報
酬
が
き
ち
ん

と
付
く
か
が
大
き
な
課
題
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
当
社
の
職
員
か
ら
は
、
個
別
機
能

訓
練
加
算
の
算
定
に
当
た
っ
て
少
な
く
と
も

３
カ
月
に
１
回
の
居
宅
訪
問
が
必
要
と
な
り

ま
す
が
、
そ
れ
を
拡
大
し
て
い
く
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
で
捉
え
た
ら
ど
う
か
と
い
う
意
見
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
自
立
支
援
ケ
ア
が
居
宅
ま
で
広

が
り
、
施
設
で
の
訓
練
と
居
宅
で
の
実
践
と

い
う
総
合
的
な
自
立
支
援
の
応
援
を
実
現

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

■
15
年
介
護
報
酬
改
定
で
介
護
保
険
の
理

念
で
あ
る
活
動
と
参
加
を
踏
ま
え
た
自
立

支
援
が
促
進
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

の
７
年
で
通
所
介
護
は
ど
の
よ
う
に
変
貌

し
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

小
室　

私
ど
も
が
当
初
描
い
て
い
た
よ
う
に

進
化
し
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
私
ど
も
は
15

年
改
正
に
大
き
く
関
わ
り
ま
し
た
が
、
18
年

改
正
で
熟
成
さ
れ
、
21
年
改
正
で
個
別
機

能
訓
練
計
画
書
の
書
式
が
完
全
に
Ｉ
Ｃ
Ｆ
対

応
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
訴
え
続
け
て

き
た
活
動
と
参
加
の
促
進
が
強
く
打
ち
出
さ

れ
、
今
後
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

個
別
機
能
訓
練
加
算
の
算
定
状
況
も
、

以
前
、
経
営
者
の
中
に
は
こ
の
単
位
数
で
は
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Part

5

保
険
制
度
の
見
直
し
に
関
す
る
意
見
」
を

ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

斉
藤　

事
業
者
の
中
に
は
、
要
介
護
１・２

（
軽
度
者
）
の
総
合
事
業
へ
の
移
行
や
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
有
料
化
な
ど
が
見
送
ら
れ
た
こ
と

で
小
幅
な
改
正
だ
と
見
立
て
て
い
る
人
が

多
く
い
ま
す
が
、
私
は
そ
う
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
意
見
書
に
は
、
前
回
の
21
年

改
定
で
示
さ
れ
た
大
き
な
方
向
性
を
踏
襲

し
て
い
く
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
科
学
的
介
護
の
推
進
や
自

立
支
援
・
重
度
化
防
止
、
生
産
性
の
向
上
、

Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
経
営
の
大
規
模
化
・
協
働

化
な
ど
が
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
目
新
し

さ
こ
そ
な
い
け
れ
ど
も
、
ま
さ
に
介
護
保

険
制
度
の
あ
り
方
を
大
き
く
見
直
し
て
い

こ
う
と
い
う
方
向
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、
軽
度
者
改
革
や
ケ
ア
プ
ラ
ン

の
有
料
化
は
、
我
々
と
し
て
は
「
時
期
尚

早
」
と
捉
え
て
お
り
、
今
回
見
送
ら
れ
た

こ
と
に
は
安
堵
し
て
い
ま
す
。
た
だ
27
年
、

30
年
の
法
改
正
の
中
で
実
施
さ
れ
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
、
事
業
者
と
し
て
は
改
革
の

方
向
性
を
受
け
止
め
て
、
ど
う
準
備
し
て

い
く
か
が
大
切
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担

２
割
の
対
象
拡
大
や
多
床
室
の
室
料
負
担
の

見
直
し
は
今
夏
ま
で
に
結
論
を
出
す
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
引
き
続
き
注
視
し
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
新
複
合
型
サ
ー

■
ご
経
歴
と
連
盟
の
概
要
、
役
割
を
教
え

く
だ
さ
い
。

斉
藤　

私
は
２
０
０
０
年
３
月
に
立
命
館

大
学
経
営
学
部
を
卒
業
後
、
株
式
会
社
ベ

ン
チ
ャ
ー
リ
ン
ク
を
経
て
、
03
年
５
月
に
メ

デ
ィ
カ
ル
・
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
に

入
社
し
ま
し
た
。
自
ら
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
事

業
の
立
ち
上
げ
を
行
い
、
現
在
の
運
営
管

理
体
制
や
営
業
ス
キ
ー
ム
を
構
築
し
、
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
を
確
立
し
ま
し
た
。
同
社
で
は

取
締
役
運
営
事
業
本
部
長
に
就
任
し
、
そ

の
後
、
株
式
会
社
日
本
介
護
福
祉
グ
ル
ー

プ
の
取
締
役
副
社
長
、
一
般
社
団
法
人
日

本
介
護
ベ
ン
チ
ャ
ー
協
会
の
代
表
理
事
、
株

式
会
社
日
本
介
護
ベ
ン
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
代
表
取
締
役
な
ど
に
就

き
、
20
年
６
月
よ
り
一
般
社
団
法
人
全
国

介
護
事
業
者
連
盟
の
理
事
長
を
務
め
て
い

ま
す
。
一
般
社
団
法
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
協

会
の
名
誉
顧
問
な
ど
も
担
っ
て
い
ま
す
。

■
厚
労
省
の
社
保
審
介
護
保
険
部
会
が
昨

年
12
月
20
日
に
取
り
ま
と
め
た
「
介
護

ビ
ス
の
創
設
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入

所
条
件
の
特
例
化
、
財
務
諸
表
の
公
表
、
Ｂ

Ｃ
Ｐ
策
定
な
ど
も
注
目
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

■
新
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
「
通
所
介
護
＋
訪

問
介
護
」
の
創
設
は
、
ど
の
よ
う
に
受
け

止
め
て
い
ま
す
か
。

斉
藤　

非
常
に
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
特
に
在
宅
系
の
事
業
者
に
と
っ

て
は
、
か
な
り
関
心
が
高
い
で
す
。
ど
う

い
う
関
心
の
持
ち
方
か
と
い
う
と
、
建
付

け
が
ど
う
な
る
の
か
が
分
か
ら
な
い
の
で
、

賛
成
反
対
を
含
め
て
現
時
点
で
は
判
断

材
料
が
な
い
状
況
で
す
。
た
だ
否
定
的
な

見
解
を
持
つ
人
か
ら
は
、
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
の
泊
り
が
な
い
バ
ー
ジ
ョ
ン
な

の
で
、
小
多
機
で
訪
問
介
護
と
通
所
介
護

だ
け
を
行
え
ば
新
た
に
作
る
必
要
は
な
い

の
で
は
と
い
う
意
見
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、

小
多
機
、
看
多
機
、
既
存
の
通
所
介
護

と
訪
問
介
護
の
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ

と
ど
う
棲
み
分
け
を
す
る
の
か
が
議
論
の

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

■
新
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
の
制
度
設
計
に
当
た

り
、ど
の
よ
う
な
こ
と
が
論
点
に
な
り
ま
す
か
。

斉
藤　

ま
だ
ル
ー
ル
の
建
付
け
の
議
論
が

行
わ
れ
て
い
な
い
の
で
、
個
人
的
な
予
測

に
な
り
ま
す
が
、
ま
ず
報
酬
単
価
が
包

括
払
い
に
な
る
の
か
、
時
間
ご
と
の
単
位

一般社団法人　全国介護事業者連盟
理事長

斉藤 正行 氏 
Saito Masayuki

改革見据え事業者も変化を
新複合型は「インパクトあり」
報酬、人員、規模などが論点
「在宅三本柱の１つとしてのデイサービスは今後さらにフォーカスされていく。これからの改革の中
で事業者も変化しなければ生き残れない」。介護業界における横断的な組織を設立し、現場の意
見を制度へ反映させるための活動を展開する斉藤氏に、通所介護事業の将来展望などを聞いた。
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問
介
護
は
新
た
に
箱
を
作
ら
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま
す
。
今

後
、
既
存
の
事
業
者
に
よ
る
移
行
だ
け
で

は
な
く
、
ゼ
ロ
か
ら
作
っ
た
ほ
う
が
進
め
や

す
い
の
で
あ
れ
ば
、
新
規
で
増
え
て
い
く
こ

と
も
十
分
に
あ
り
得
ま
す
。
新
サ
ー
ビ
ス

の
創
設
に
よ
り
、
既
存
の
訪
問
介
護
の
利

用
者
が
新
サ
ー
ビ
ス
へ
流
れ
る
可
能
性
も

あ
り
、
訪
問
介
護
の
事
業
者
へ
の
影
響
は

一
定
程
度
あ
る
と
思
い
ま
す
。

■
今
後
の
通
所
介
護
の
需
給
、
市
場
競
争
、
経

営
状
態
を
ど
の
よ
う
に
予
測
し
て
い
ま
す
か
。

斉
藤　

前
回
の
21
年
改
定
で
在
宅
三
本
柱

の
１
つ
と
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
意
義
が
再

認
識
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
科
学
的

介
護
や
自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
、
生

産
性
の
向
上
の
推
進
を
社
会
保
障
改
革

の
柱
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
良
い
意

味
で
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
新
し
い
改
革
の
方
向
性
に
よ
り

事
業
者
も
し
っ
か
り
変
革
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
を
現
場
の
ケ

ア
に
活
か
し
て
科
学
的
介
護
を
実
践
し
て

い
く
べ
き
で
す
。
次
回
改
定
で
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

の
加
算
対
象
が
さ
ら
に
広
が
る
の
は
間
違

い
な
く
、
今
後
、
加
算
の
単
位
数
が
一
桁

上
が
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｆ

Ｅ
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
事
業
者
は
淘
汰

さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

事
業
者
に
お
い
て
は
、
た
だ
で
さ
え
人

手
不
足
の
状
況
に
あ
り
、
現
場
で
は
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
へ
の
デ
ー
タ
入
力
に
余
力
が
な
い
と
い

う
実
態
も
あ
り
ま
す
。
科
学
的
介
護
の

実
現
の
た
め
に
は
、
生
産
性
の
向
上
や
Ｄ

Ｘ
の
推
進
に
も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用

に
よ
り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
人
員
基
準
の

緩
和
に
関
す
る
議
論
も
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
改
革
の
中
で
、
事
業
者
も
変
化
し
て
い

か
な
け
れ
ば
生
き
残
っ
て
い
け
な
い
と
い
う

流
れ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

■
貴
団
体
の
今
後
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
戦
略
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

斉
藤　

我
々
は
、
社
会
保
障
改
革
で
打
ち

出
さ
れ
て
い
る
科
学
的
介
護
や
自
立
支

援
、
生
産
性
の
向
上
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
つ

い
て
積
極
的
に
進
め
て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
現
場
が
置
き
去
り
に
さ

れ
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。
現

場
の
意
向
を
く
み
取
り
、
現
場
視
点
で

の
改
革
に
つ
な
げ
る
た
め
、
丁
寧
な
議
論

を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
現
場
の

意
見
を
制
度
へ
反
映
し
て
い
く
た
め
に
は
、

横
断
的
な
組
織
の
存
在
が
一
段
と
高
ま

る
と
思
う
の
で
、
我
々
の
役
割
を
さ
ら
に

発
揮
し
て
い
き
た
い
で
す
。

数
に
な
る
の
か
が
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。

個
人
的
に
は
包
括
払
い
に
な
る
可
能
性
が

高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
包
括

払
い
で
あ
れ
ば
、
小
多
機
の
報
酬
単
価
を

踏
ま
え
、
新
サ
ー
ビ
ス
に
な
い
泊
ま
り
な

ど
の
部
分
を
引
き
算
し
て
い
く
と
い
う
考

え
方
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
事

業
の
採
算
の
合
う
報
酬
が
付
く
か
ど
う
か

が
焦
点
に
な
り
ま
す
。

　

人
員
基
準
に
つ
い
て
も
、
既
存
の
訪
問
介

護
の
場
合
、
資
格
者
が
訪
問
し
ま
す
が
、

小
多
機
で
あ
れ
ば
資
格
が
な
く
て
も
訪
問

で
き
る
の
で
、
ど
ち
ら
に
合
わ
せ
る
の
か
が

ポ
イ
ン
ト
で
す
。
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
の
背

景
に
訪
問
介
護
の
人
手
不
足
が
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
柔
軟
な
人
員
配
置
基
準

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
あ
り
方
も
論
点

で
し
ょ
う
。
小
多
機
は
内
部
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
で
す
が
、
新
サ
ー
ビ
ス
は
個
人
的

に
は
外
部
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
見
通
し
て
い
ま
す
。
小
多
機
の

泊
ま
り
が
な
い
サ
ー
ビ
ス
と
捉
え
れ
ば
、

新
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
在
宅
サ
ー
ビ
ス
全
て

を
完
結
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
外
部
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
泊
ま
り
の
ニ
ー
ズ
な
ど
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

　

定
員
に
つ
い
て
も
、
新
サ
ー
ビ
ス
は
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
位
置
付
け
に
な
る
だ

ろ
う
と
の
観
測
が
あ
り
、
地
域
密
着
型
の

場
合
、
大
規
模
な
も
の
に
は
な
ら
な
い
の

が
大
前
提
で
す
。
一
方
、既
存
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
が
新
サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
し
て
い
く
こ
と

を
想
定
す
る
と
、
小
規
模
の
地
域
密
着
型

だ
け
で
な
く
、
通
常
規
模
の
20
人
定
員
、

30
人
定
員
も
移
行
で
き
る
の
か
ど
う
か
、

定
員
数
も
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま
す
。
個
人

的
に
は
あ
る
程
度
、
定
員
数
が
幅
広
く
設

定
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
で
す
。

　

今
後
の
ル
ー
ル
の
建
付
け
が
ど
う
な
る
の

か
に
よ
っ
て
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
広
が
り
や
、

既
存
の
事
業
者
へ
の
影
響
も
大
き
く
変

わ
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
個
人
的
な
願

い
と
し
て
は
、
理
想
論
だ
け
を
追
い
か
け

す
ぎ
る
の
で
は
な
く
、
事
業
者
が
参
入
し

や
す
い
ル
ー
ル
づ
く
り
を
期
待
し
ま
す
。

■
既
存
の
事
業
者
に
は
、
ど
の
よ
う
な
影

響
が
あ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

斉
藤　
ル
ー
ル
の
建
付
け
に
よ
り
ま
す
が
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
小
多
機
、
看
多
機
が
新

サ
ー
ビ
ス
へ
移
行
す
る
可
能
性
は
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
。
特
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は

効
率
良
く
移
行
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
小
多
機
の
場
合
は
宿
泊
環
境
が
あ
る

の
で
簡
単
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

経
営
状
況
の
厳
し
い
小
多
機
も
あ
る
の
で
、

新
サ
ー
ビ
ス
で
採
算
が
合
う
と
な
れ
ば
移

行
す
る
可
能
性
は
あ
り
ま
す
。
一
方
、
訪

「2024 年制度・報酬大改革に向けた
　　　　　　　　　　　　　　　通所介護の新経営戦略を探る」
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6

に
と
っ
て
も
第
二
の
「
我
が
家
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
、
家
族

の
よ
う
に
過
ご
せ
る
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
っ
た
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。

　

他
社
と
の
差
別
化
と
し
て
は
、
全
従
業

員
に
経
営
理
念
を
浸
透
さ
せ
た
人
材
育
成

と
組
織
づ
く
り
を
徹
底
し
て
行
っ
て
い
ま

す
。
私
が
理
念
浸
透
を
大
切
に
し
て
い
る

の
は
、
コ
ン
サ
ル
時
代
に
、
飲
食
業
の
Ｆ
Ｃ

が
店
舗
を
急
拡
大
す
る
中
で
、
人
材
育
成

や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
追
い
付
か
ず
、
組
織
が

崩
壊
し
た
り
、
業
績
が
悪
化
し
た
と
い
う

ケ
ー
ス
を
た
く
さ
ん
目
の
当
た
り
に
し
て
い

る
か
ら
で
す
。
従
業
員
が
企
業
理
念
や
自

分
の
店
舗
の
目
標
を
知
ら
ず
に
達
成
で
き

る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
介
護
も
同
じ
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
に
立
派
な
設

備
、
シ
ス
テ
ム
が
あ
っ
て
も
、
ケ
ア
を
す
る

ス
タ
ッ
フ
に
気
持
ち
が
な
け
れ
ば
、
い
い
介

護
は
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
社
の

コ
ア
コ
ン
ピ
タ
ン
ス
は
「
人
」
で
あ
り
、
人

材
育
成
、
組
織
づ
く
り
の
コ
ン
サ
ル
で
培
っ

た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
、ハ
ー
ド
（
設
備
）

よ
り
ソ
フ
ト
（
人
）
を
大
切
に
し
た
経
営

を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は
、
理
念
や
マ
イ
ン
ド
と
い
う
抽

象
的
な
目
に
見
え
な
い
経
営
資
源
に
つ
い
て

も
言
語
化
し
て
論
理
的
に
体
系
立
て
る
こ

と
で
、
全
職
員
が
目
の
前
の
介
護
業
務
を

■
臼
井
様
の
ご
経
歴
と
法
人
概
要
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

臼
井　

私
は
大
分
県
出
身
で
、
20
代
前
半

に
外
資
系
ホ
テ
ル
で
飲
食
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、

ホ
テ
ル
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
学
び
、
そ
の

後
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
飲
食
業
界
の

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
（
Ｆ
Ｃ
）
本
部
や
加
盟

企
業
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
業
務
な
ど
に
携

わ
り
、
２
０
０
９
年
に
前
身
と
な
る
Ｈ
Ｔ

Ｃ
合
同
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。
18
年

７
月
に
株
式
会
社
に
組
織
変
更
し
、
今

年
で
起
業
14
年
目
を
迎
え
ま
す
。
現
在
、

札
幌
市
内
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
７

店
舗
を
経
営
し
、
22
年
か
ら
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
、
看
護
小
規
模
多
機
能
型
居

宅
介
護
を
各
１
店
舗
運
営
し
て
い
ま
す
。

職
員
は
全
体
で
約
80
人
に
な
り
ま
す
。

■
貴
社
の
通
所
事
業
の
特
徴
と
地
域
で
の

差
別
化
戦
略
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

臼
井　

当
社
の
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
は
、「
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
我
が
家
」
と
命
名
し
て
い
る

よ
う
に
、
利
用
者
様
に
と
っ
て
も
ス
タ
ッ
フ

単
に
こ
な
す
の
で
は
な
く
て
、
同
じ
理
念

や
目
標
意
識
を
持
ち
、
主
体
的
な
介
護

を
実
践
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
利
用
者

様
に
満
足
し
て
い
た
だ
く
に
は
、
ス
タ
ッ
フ

の
ス
キ
ル
と
マ
イ
ン
ド
の
向
上
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、
当
社
は
高
い
顧
客
満
足
度

と
高
い
収
益
力
を
実
現
で
き
て
い
ま
す
。

利
用
者
様
へ
の
顧
客
満
足
度
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
全
店
舗
90
％
以
上

の
回
収
率
の
下
で
、
毎
年
１
０
０
点
満
点

中
、
平
均
93
点
以
上
の
高
い
評
価
を
得
て

い
ま
す
。
各
店
舗
の
稼
働
率
も
コ
ロ
ナ
以

前
は
90
～
95
％
を
維
持
し
て
い
ま
し
た
。

当
社
は
自
社
で
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
を

開
設
し
て
な
い
の
で
、
こ
れ
は
利
用
者
様
や

そ
の
家
族
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
信
頼
さ

れ
て
い
る
結
果
で
あ
り
、
創
業
か
ら
全
店

舗
が
黒
字
化
を
実
現
で
き
て
い
ま
す
。
人

材
の
採
用
も
困
る
こ
と
な
く
、
優
秀
な
人

が
集
ま
り
、
良
い
組
織
が
作
れ
て
い
ま
す
。

■
24
年
制
度
・
報
酬
改
革
の
見
通
し
と
、

“
先
手
必
勝
”
の
対
応
を
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
ま
す
か
。

臼
井　

24
年
制
度
・
報
酬
改
革
は
、
地
域

差
に
も
よ
り
ま
す
が
、
30
年
頃
か
ら
増
加

し
始
め
る
介
護
ニ
ー
ズ
へ
の
準
備
の
た
め
の

改
正
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
求
め
ら
れ
る
機
能
は
、
入
口
と
出
口

HTC 株式会社
代表取締役

臼井 宏太郎 氏 
Usui Kotaro

「経営理念」徹底で
高い顧客満足度を実現
新複合型サービス「有利なポジション」
誰もが難しいという時にこそ、やり方次第でむしろチャンスや活路を見いだせる―。こう話すの
は、経営理念を浸透させた人材育成、組織づくりを徹底し、創業以来 13 年間にわたり全店
舗の黒字化を実現する臼井氏だ。今後の通所介護事業の戦略や市場の展望を聞いた。
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の
報
酬
設
定
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
通
所

介
護
に
訪
問
介
護
が
加
わ
る
の
で
、
経
営

資
源
分
散
の
懸
念
と
人
材
確
保
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
北
海
道
の
場
合
、
冬
場
は
雪
が

多
く
訪
問
移
動
へ
の
対
応
や
、
最
近
は
運

転
免
許
を
持
っ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
ペ
ー

パ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
人
も
増
え
て
き
て
い
る

の
で
、
人
材
の
確
保
は
大
き
な
課
題
で
す
。

ま
た
懸
念
点
と
し
て
は
、
小
多
機
、
看
多

機
の
よ
う
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
配
置
が
求

め
ら
れ
る
の
か
、
地
域
密
着
型
と
い
う
こ

と
で
公
募
制
や
総
量
規
制
の
対
象
と
な
る

の
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

　

小
多
機
に
泊
り
の
機
能
が
な
い
サ
ー
ビ

ス
と
捉
え
ま
す
と
、
小
多
機
の
報
酬
よ
り

低
く
な
る
と
予
想
さ
れ
、
報
酬
部
分
は
あ

ま
り
期
待
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
当

社
は
今
ま
で
厳
し
い
と
言
わ
れ
た
報
酬
改

定
や
、
誰
も
が
難
し
い
と
い
う
時
に
こ
そ
、

や
り
方
次
第
で
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
や
活
路

を
見
い
だ
せ
る
と
思
っ
て
お
り
、
非
常
に
前

向
き
に
考
え
て
い
ま
す
。

■
通
所
介
護
は
す
で
に
飽
和
状
態
に
あ
る

と
も
言
わ
れ
る
中
、
通
所
介
護
の
需
給
や

市
場
競
争
、
経
営
状
態
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
ま
す
か
。

臼
井　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
自
体
は
な
く
な
ら
な

い
と
思
い
ま
す
が
、
事
業
所
数
が
多
い
か

ら
こ
そ
、
制
度
財
源
の
状
況
か
ら
も
報
酬

単
価
は
下
が
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
中
で
、
定
員
数
を
増
や
し
て
大
規
模

化
や
高
稼
働
を
目
指
す
の
か
、
も
し
く
は

既
存
定
員
の
ま
ま
で
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
レ
ベ

ル
を
上
げ
て
、
重
度
化
や
加
算
で
単
価
を

上
げ
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
両
方
を
目

指
す
の
か
と
い
う
よ
う
に
戦
略
を
練
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

■
24
年
制
度
・
報
酬
改
革
に
向
け
て
国
や
団

体
へ
の
要
望
や
政
策
提
言
は
あ
り
ま
す
か
。

臼
井　

介
護
業
界
最
大
の
課
題
は
、
人
材

の
確
保
で
す
。
柔
軟
な
人
員
配
置
基
準

を
お
願
い
し
た
い
で
す
。
ま
た
、
地
域
の

特
性
を
踏
ま
え
た
報
酬
を
要
望
し
た
い
で

す
。
北
海
道
の
場
合
、
通
常
30
分
の
送

迎
時
間
が
、
冬
場
は
雪
の
影
響
で
１
時
間
、

２
時
間
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
送
迎

時
間
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間
に
含
ま
れ
な

い
の
で
、
到
着
時
間
か
ら
に
な
る
と
、
ど

う
し
て
も
サ
ー
ビ
ス
時
間
が
減
り
、
報
酬

が
減
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
送
迎
時
間

が
延
び
れ
ば
ガ
ソ
リ
ン
代
が
増
え
、
室
内

の
暖
房
費
な
ど
冬
場
の
か
か
り
増
し
経
費

は
30
％
増
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
冬
の

期
間
は
送
迎
時
間
を
サ
ー
ビ
ス
提
供
時
間

に
含
め
る
、
中
山
間
地
域
等
に
居
住
す
る

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
見
直
し
な
ど
も
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

と
そ
の
中
間
の
３
つ
に
す
み
分
け
ら
れ
る

と
思
い
ま
す
。
入
口
の
介
護
は
要
介
護
を

鈍
化
さ
せ
る
た
め
の
予
防
サ
ー
ビ
ス
、
出

口
の
介
護
は
医
療
側
に
寄
っ
た
サ
ー
ビ
ス
に

な
り
ま
す
。
当
社
の
場
合
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
者
は
要
介
護
１
、２
の
軽
度
者
が

約
70
％
を
占
め
、
平
均
要
介
護
度
は
２
で

あ
り
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
と
し
て
は
入
口
寄

り
の
中
間
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
い
ま
す
。
昨

年
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
も
開
設
し
た

の
で
、
今
後
は
重
度
の
方
を
受
け
入
れ
ら

れ
る
体
制
整
備
も
進
め
ま
す
。

　

一
方
、
札
幌
市
に
お
け
る
介
護
需
要
予

測
を
見
る
と
、
15
年
に
比
べ
、
20
年
は
20
・

２
％
増
、
25
年
は
46
・
１
％
増
、
30
年
は

62
・
５
％
増
、
40
年
は
73
・
１
％
増
と
右

肩
上
が
り
で
推
移
し
、
55
年
の
88
・
３
％

増
を
ピ
ー
ク
に
65
年
に
75
・
０
％
増
と
下

降
し
ま
す
が
、
65
年
で
も
75
歳
上
人
口
は

約
43
万
人
と
推
計
さ
れ
、
20
年
の
28
万
人

に
比
べ
1.5
倍
以
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

40
年
以
上
、
現
在
の
1.5
倍
を
超
え
る
マ
ー

ケ
ッ
ト
が
続
き
ま
す
。
も
う
一
つ
、
着
目

し
た
い
の
が
、
20
年
か
ら
25
年
、
25
年
か

ら
30
年
の
伸
び
率
で
、
30
年
ま
で
が
急
激

に
上
昇
し
て
お
り
、
こ
の
５
年
、
10
年
が

本
当
の
勝
負
で
す
。
勝
負
す
る
エ
リ
ア
の

特
定
を
早
期
に
行
い
、
そ
の
エ
リ
ア
に
お
け

る
会
社
の
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
を
企
画
、
決
定

し
、
そ
の
た
め
の
事
業
は
何
で
勝
負
す
る

の
か
、
何
に
絞
っ
て
ど
う
組
み
合
わ
せ
る
の

か
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

■
注
目
さ
れ
て
い
る
新
複
合
型
サ
ー
ビ
ス

「
通
所
介
護
＋
訪
問
介
護
」
の
創
設
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い
ま
す
か
。

臼
井　

個
人
的
に
は
非
常
に
前
向
き
に
捉

え
て
い
ま
す
。
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
泊
り
が
な
い

サ
ー
ビ
ス
と
イ
メ
ー
ジ
し
て
お
り
、
居
室
や

ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
な
ど
の
設
備
投
資
、
夜
勤

者
の
確
保
な
ど
が
い
ら
な
い
た
め
、
当
社
の

よ
う
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
運
営
し
て
い
て
箱

が
あ
る
と
こ
ろ
は
非
常
に
参
入
し
や
す
い
で

す
。
札
幌
市
内
で
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
７
店
舗

運
営
し
て
い
る
法
人
は
あ
ま
り
な
い
の
で
、

当
社
は
非
常
に
有
利
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
か
ら
ス

タ
ー
ト
で
き
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
小
多

機
、
看
多
機
の
よ
う
に
月
額
包
括
報
酬
に

な
る
と
予
想
し
ま
す
が
、
包
括
報
酬
で
あ

れ
ば
コ
ロ
ナ
禍
で
の
利
用
控
え
な
ど
の
影
響

を
受
け
に
く
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
当

社
が
昨
年
か
ら
始
め
た
看
多
機
は
、
コ
ロ
ナ

禍
で
も
売
り
上
げ
が
安
定
し
て
お
り
、
月

額
包
括
報
酬
を
魅
力
的
に
考
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
看
多
機
の
運
営
と
い
う
経
験
値

や
学
び
を
新
た
な
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
の
「
通

所
介
護
＋
訪
問
介
護
」
へ
の
参
入
に
生
か
せ

る
と
思
い
ま
す
。
国
と
し
て
も
、
増
や
し
た

い
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
う
の
で
、
最
初
は
高
め

「2024 年制度・報酬大改革に向けた
　　　　　　　　　　　　　　　通所介護の新経営戦略を探る」
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高
所
得
者
の
自
己
負
担
が
増
え
る
こ
と

で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
控
え
が
想
定

さ
れ
ま
す
。
特
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
、

従
来
お
預
か
り
が
中
心
で
機
能
訓
練
を

行
っ
て
な
い
よ
う
な
と
こ
ろ
に
は
利
用
者
か

ら
も
う
行
く
必
要
は
な
し
と
判
断
さ
れ
て

し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
Ｌ
Ｉ

Ｆ
Ｅ
な
ど
を
上
手
く
活
用
し
、
機
能
訓
練

も
し
っ
か
り
提
供
し
て
ケ
ア
の
質
を
上
げ
て

い
か
な
い
と
、
利
用
者
が
減
り
、
厳
し
い

経
営
環
境
に
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
事
業
者
は
今
後
の
方
向
性
を
見

据
え
な
が
ら
、
計
画
を
立
て
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

■
新
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
「
通
所
介
護
＋
訪

問
介
護
」
の
創
設
を
ど
う
捉
え
て
い
ま
す

か
。
ま
た
報
酬
体
系
を
ど
う
予
測
さ
れ
て

い
ま
す
か
。

小
濱　

新
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
い
ろ
ん
な

質
問
を
受
け
ま
す
が
、
今
の
段
階
で
は
何

一
つ
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
た
だ
、
厚
生
労

働
省
が
昨
年
11
月
14
日
に
開
い
た
介
護
保

険
部
会
の
説
明
の
中
で
、
訪
問
介
護
と
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
組
み
合
わ
せ
を
取
り
上
げ

て
い
る
の
で
、
そ
の
内
容
を
基
に
推
測
す

る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
一
番
近
い
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
は
、
小
多
機
か
ら
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
除
い
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

も
し
そ
う
な
ら
ば
、
小
多
機
と
の
立
ち
位

■
介
護
保
険
部
会
が
昨
年
12
月
20
日
に
取

り
ま
と
め
た
「
介
護
保
険
制
度
の
見
直

し
に
関
す
る
意
見
」
に
つ
い
て
の
所
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

小
濱　

事
業
者
か
ら
話
を
聞
く
と
、
今
回

の
制
度
改
正
は
「
大
し
た
改
正
で
は
な
い
」

「
小
ぶ
り
な
改
正
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の

強
い
方
が
多
く
、
危
機
感
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
理
由
は
、
要
介
護
１
、２
の
訪
問
介

護
と
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
総
合
事
業
へ

の
移
行
と
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
自
己
負
担
化

が
先
送
り
さ
れ
た
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
実
際
は
過
去
最
大
規
模
で
す
。

　

今
回
の
特
徴
と
し
て
、
従
来
、
部
会
で

12
月
ま
で
に
意
見
が
ま
と
ま
ら
な
か
っ
た

場
合
、
３
年
後
の
次
回
改
正
ま
で
結
論
を

持
ち
越
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
一
部

の
論
点
に
つ
い
て
は
半
年
後
の
持
ち
越
し

に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
第
１
号
保

険
料
の
負
担
割
合
の
見
直
し
で
す
。
高
所

得
者
に
は
今
ま
で
以
上
に
保
険
料
負
担
を

お
願
い
し
、
そ
の
分
、
低
所
得
者
の
保
険

料
負
担
を
下
げ
て
い
く
と
い
う
も
の
で
す
。

置
に
関
係
し
て
き
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
新
サ
ー
ビ
ス
に
も
小
多
機
と

同
じ
よ
う
に
施
設
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
配
置

を
求
め
る
の
か
ど
う
か
で
す
。
小
多
機
が
普

及
し
て
い
な
い
理
由
の
一
つ
に
、
ケ
ア
マ
ネ
不

足
が
あ
り
ま
す
。
も
し
新
サ
ー
ビ
ス
に
も
施

設
ケ
ア
マ
ネ
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

同
じ
よ
う
な
影
響
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
ケ
ア

マ
ネ
を
施
設
内
に
人
員
基
準
で
配
置
さ
せ
る

の
か
、
そ
れ
と
も
居
宅
介
護
支
援
も
活
用

で
き
る
の
か
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
り
ま

す
。
２
つ
目
は
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス
担
当
職
員

の
資
格
で
す
。
小
多
機
は
資
格
を
求
め
ら

れ
ま
せ
ん
が
、
訪
問
介
護
は
初
任
者
研
修

修
了
者
以
上
の
資
格
が
必
要
で
す
。
新
サ
ー

ビ
ス
の
創
設
に
当
た
り
、
厚
労
省
が
介
護
保

険
部
会
で
説
明
し
た
事
例
と
し
て
は
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
介
護
職
員
が
利
用
者
の
居
宅

を
訪
問
し
て
入
浴
介
助
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を

担
当
で
き
る
と
い
う
コ
ロ
ナ
禍
の
特
例
を
持

ち
出
し
て
い
ま
す
。
地
域
資
源
の
活
用
と
い

う
観
点
か
ら
も
、
新
サ
ー
ビ
ス
で
資
格
は
問

わ
れ
な
い
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
３

つ
目
は
、
新
サ
ー
ビ
ス
の
定
員
が
小
多
機
と

同
じ
扱
い
に
な
る
の
か
、
地
域
密
着
型
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
一
日
の
定
員
は
決
め
て

も
、
登
録
定
員
は
定
め
な
い
の
か
ど
う
か
も

ポ
イ
ン
ト
で
す
。小
多
機
の
登
録
定
員
を
ベ
ー

ス
に
29
人
以
下
と
な
れ
ば
、
登
録
定
員
が
30

人
、
40
人
、
50
人
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
は
多
々

小濱介護経営事務所
代表

小濱 道博 氏 
Kohama Michihiro

問われるサービスの「質」
複数サービスか拠点拡大か
次回改正は「過去最大規模」
これからはサービスの質が問われる時代になる。利用者が使いたいサービス、職員もそこで働きたいと思えるサービス
の両輪を築いていかなければいけない―。こう話すのは、全国各地で介護事業の総合コンサルティングなどを手掛け
る小濱氏。通所介護事業における今後の経営戦略や新複合型サービス創設による業界へのインパクトなどを聞いた。
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業
で
す
。
コ
ロ
ナ
の
長
期
化
で
利
用
者
が

戻
ら
ず
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
伴
う
物
価

高
騰
の
影
響
で
経
費
は
膨
ら
み
、
経
営
体

力
の
弱
い
小
規
模
事
業
所
は
持
ち
こ
た
え

ら
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、

事
業
規
模
が
大
き
く
な
る
と
収
支
差
率
は

高
く
な
る
の
で
、
自
然
と
大
規
模
化
が
進

ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
は
、
複
数
の
サ
ー

ビ
ス
を
併
設
す
る
か
、
あ
る
い
は
拠
点
を

増
や
し
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
対
応
を
し
な

い
と
、
利
益
確
保
は
さ
ら
に
難
し
く
な
る

と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
問
わ
れ

る
時
代
だ
と
思
い
ま
す
。
利
用
者
が
使
い

た
い
サ
ー
ビ
ス
、
職
員
も
そ
こ
で
働
き
た

い
と
思
え
る
サ
ー
ビ
ス
で
両
輪
を
築
い
て
い

か
な
け
れ
ば
、
利
用
者
も
増
え
な
い
、
職

員
も
集
ま
ら
な
い
と
い
う
悪
循
環
に
陥
る

可
能
性
が
高
い
と
思
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ

は
、
利
用
者
も
職
員
も
そ
の
価
値
が
分

か
り
や
す
い
で
す
。
利
用
者
に
と
っ
て
は
、

歩
け
な
か
っ
た
の
が
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
状
態
の
改
善
が
明
ら
か
で
、
職
員

も
自
分
の
存
在
価
値
を
認
識
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
な
ど
の
デ
ー
タ
を

上
手
く
活
用
し
て
、
利
用
者
が
本
当
に
使

い
た
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
で
す
。

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
も
在
宅
サ
ー
ビ
ス
単
独
と

い
う
事
業
所
は
多
く
が
着
手
し
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
が
、
対
応
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

■
24
年
度
介
護
報
酬
の
改
定
率
や
、
通
所

介
護
に
関
す
る
論
点
を
ど
の
よ
う
に
予
測

し
て
い
ま
す
か
。

小
濱　

事
業
者
か
ら
は
、
コ
ロ
ナ
の
長
期

化
に
よ
る
影
響
や
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に

よ
る
物
価
上
昇
な
ど
厳
し
い
環
境
に
あ

り
、
報
酬
が
下
げ
ら
れ
る
わ
け
が
な
い

と
楽
観
的
な
意
見
が
多
い
で
す
。
し
か

し
、
コ
ロ
ナ
の
類
型
は
今
年
５
月
８
日
よ

り
「
２
類
相
当
」
か
ら
「
５
類
」
へ
移
行

さ
れ
、
物
価
上
昇
も
一
時
的
な
対
処
で

あ
り
、
報
酬
に
反
映
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
う
し
た
中
で
、
24
年
度
の

改
定
率
は
若
干
の
プ
ラ
ス
と
予
想
し
て
い

ま
す
。
プ
ラ
ス
の
理
由
は
、
処
遇
改
善
加

算
が
統
合
一
本
化
さ
れ
る
と
同
時
に
加

算
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
と
、
24
年

４
月
よ
り
訪
問
サ
ー
ビ
ス
と
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
に
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
加
算
が
創
設
さ
れ

る
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
の
要
素
で
表
面
的

に
は
プ
ラ
ス
に
な
る
で
し
ょ
う
が
、
実
質
は

横
ば
い
か
、
マ
イ
ナ
ス
が
現
実
的
だ
と
見

て
い
ま
す
。
ま
た
国
は
大
規
模
化
を
進
め

て
お
り
、
小
規
模
の
報
酬
が
下
が
る
可
能

性
が
高
い
で
す
。
介
護
保
険
制
度
の
施
行

後
、
実
質
的
な
プ
ラ
ス
改
定
は
09
年
だ
け

で
す
。
楽
観
的
な
見
方
は
せ
ず
、
厳
し
い

目
で
対
応
を
と
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
事
業
所
が
転
換
で

き
ず
、
限
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

報
酬
体
系
に
つ
い
て
は
、
国
は
在
宅
サ
ー

ビ
ス
を
含
め
て
月
額
包
括
報
酬
へ
の
転
換
を

ず
っ
と
模
索
し
て
き
て
い
ま
す
。
当
然
、
新

サ
ー
ビ
ス
も
月
額
包
括
報
酬
に
な
る
可
能

性
が
高
い
と
予
測
し
て
い
ま
す
。
報
酬
単

価
に
つ
い
て
は
、小
多
機
の
報
酬
単
価
を
ベ
ー

ス
に
考
え
る
可
能
性
も
あ
る
し
、
基
本
的

な
訪
問
回
数
を
想
定
し
て
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

報
酬
を
ベ
ー
ス
に
検
討
す
る
こ
と
も
想
定
さ

れ
ま
す
。
例
え
ば
、
小
多
機
の
場
合
、
一

月
当
た
り
延
べ
訪
問
回
数
が
２
０
０
回
以

上
で
あ
れ
ば
訪
問
体
制
強
化
加
算
が
算
定

で
き
ま
す
。
新
サ
ー
ビ
ス
で
も
基
本
的
な

部
分
を
月
額
包
括
報
酬
に
し
て
、
そ
の
訪

問
回
数
分
で
加
算
を
設
け
る
と
い
う
考
え

方
も
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
報
酬

は
全
体
の
仕
組
み
が
決
ま
っ
て
か
ら
の
話
に

な
る
の
で
、
事
業
者
は
今
後
の
審
議
に
ア
ン

テ
ナ
を
張
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

■
新
サ
ー
ビ
ス
の
創
設
へ
の
事
業
者
の
反

応
や
転
換
・
参
入
へ
の
動
き
は
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

小
濱　

ま
だ
具
体
的
な
許
認
可
要
件
や
報

酬
体
系
が
見
え
な
い
の
で
、
様
子
見
の
事

業
者
が
多
い
で
す
。
新
サ
ー
ビ
ス
を
創
設

す
る
目
的
の
一
つ
が
、
訪
問
介
護
の
人
手

不
足
へ
の
対
応
で
す
。
例
え
ば
、
利
用
者

が
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
使
わ
な
い
日
に
職
員
が

居
宅
訪
問
し
て
リ
ハ
ビ
リ
の
訓
練
を
行
う
こ

と
で
い
わ
ゆ
る
短
期
集
中
リ
ハ
が
可
能
と
な

り
、
成
果
も
出
や
す
く
な
り
ま
す
。
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
で
の
機
能
訓
練
を
自
宅
で
反
復
し

て
も
ら
う
た
め
の
補
助
を
行
う
と
考
え
る

と
、
リ
ハ
ビ
リ
が
上
手
く
回
っ
て
い
く
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
職
員
が
居
宅
訪
問
す
る
こ
と
で
効
率

的
な
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
新
サ
ー
ビ
ス
を
手
掛

け
る
の
は
、
箱
も
職
員
も
備
わ
っ
て
い
る
の

で
、非
常
に
ハ
ー
ド
ル
が
低
い
と
思
い
ま
す
。

一
方
、
訪
問
介
護
は
箱
の
設
備
投
資
と
生

活
相
談
員
、
機
能
訓
練
指
導
員
等
の
人
の

確
保
と
い
う
負
担
が
生
じ
ま
す
。
ま
た
小

多
機
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
設
備
が
あ
る
の

で
、
あ
ま
り
転
換
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

基
本
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
転
換
で
、
新
サ
ー

ビ
ス
の
普
及
と
な
れ
ば
、
訪
問
介
護
と
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
今
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
変

わ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
通
所
介
護
の
今
後
の
需
給
や
経
営
状

況
、
ま
た
勝
ち
残
る
戦
略
に
つ
い
て
ど
う

見
て
い
ま
す
か
。

小
濱　

小
規
模
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所

数
が
減
少
す
る
一
方
、
通
常
規
模
以
上
の

事
業
所
が
増
え
て
い
ま
す
。
小
規
模
が
減

少
し
て
い
る
理
由
の
一
つ
は
、
倒
産
・
廃

「2024 年制度・報酬大改革に向けた
　　　　　　　　　　　　　　　通所介護の新経営戦略を探る」

F e a t u r e d  A r t i c l e s特集

Visionと戦略  2023.327




